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イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

坂

本

勉

３
�
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
タ
バ
コ
利
権
問
題

１
）
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
設
立
へ
向
け
て
の
動
き

ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
は
、
イ
ラ
ン
産
の
タ
バ
コ
を

国
外
に
輸
出
す
る
専
売
権
を
独
占
的
に
保
持
し
、
タ
ン
バ
ー
ク
ー

を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
市
場
に
向
け
て
輸
出
し
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
輸
出
専
売
権
は
あ
く
ま
で
も
イ
ラ
ン
国
内
に
限

ら
れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
含
む
国
外
の
市
場
に
お
い
て
は
タ
ン
バ

ー
ク
ー
の
販
売
、
流
通
を
め
ぐ
っ
て
他
の
商
人
た
ち
と
の
激
し
い

競
争
に
さ
ら
さ
れ
た
。
会
社
に
と
っ
て
と
く
に
脅
威
だ
っ
た
の
は
、

専
売
会
社
設
立
前
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
タ
ン
バ
ー
ク
ー
を
輸
出

し
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
収
斂
す
る
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
押
さ
え

て
い
た
イ
ラ
ン
商
人
や
帝
政
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
テ
ジ
ェ
を
受
け
て
い

る
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
商
人
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
商
人
た
ち
と
の
鎬
を
削
る
競
争
に
お
い
て
優
位
に
立

つ
た
め
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
は
、
早
い
時
期
か
ら

タ
ン
バ
ー
ク
ー
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
で
排
他
的
に
販
売
し
て
い

く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
上
げ
て
い
こ
う
と
し
た
。
オ

ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
イ
ラ
ン
か
ら
タ
ン
バ
ー
ク
ー
を
輸
入
す
る
独

占
的
な
専
売
権
を
も
つ
別
の
会
社
を
設
立
し
、
こ
れ
と
連
携
し
な

が
ら
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
間
の
タ
バ
コ
貿
易
を
独
占
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
商
人
や
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
商
人
、
さ
ら

に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
商
人
を
タ
ン
バ
ー
ク
ー
の
流
通
か
ら
排
除

し
よ
う
と
い
う
の
が
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
構
想

す
る
戦
略
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
思
惑
の
な
か
、
設
立
さ
れ
て
い

く
の
が
フ
ラ
ン
ス
語
でSociété

du
T

om
bac

、
史
料
に
よ
っ
て

はLa
Société

de
la

R
égie

des
tum

bekis
persans

、
あ
る
い

・

は
ト
ル
コ
語
でT

öm
bekiInhisarı

と
い
わ
れ
る
会
社
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

四
九
（
四
〇
三
）



以
下
に
お
い
て
は
こ
の
会
社
が
設
立
さ
れ
る
事
情
を
追
い
な
が

ら
、
そ
の
過
程
で
イ
ラ
ン
国
内
で
は
な
く
、
国
外
の
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
で
起
こ
さ
れ
る
別
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
先
、
新
た
に
つ
く

ら
れ
る
会
社
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
は
す
べ
て
「
ト
ン
ベ
キ
専

売
会
社
」
と
い
う
略
称
で
表
記
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。
ペ
ル
シ
ア
語
の
タ
ン
バ
ー
ク
ー
は
ト
ル
コ

語
で
ト
ン
ベ
キ
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
章
で
扱
わ
れ
る
問
題
が
オ

ス
マ
ン
帝
国
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら

ペ
ル
シ
ア
語
の
タ
ン
バ
ー
ク
ー
で
は
な
く
、
ト
ン
ベ
キ
と
い
う
ト

ル
コ
語
を
専
売
会
社
に
対
し
て
被
せ
て
呼
ん
で
い
く
の
が
妥
当
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
立
ち
上
げ
の
構
想
は
、
ま
だ
ペ
ル

シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
イ
ラ
ン
に
お
い
て
法
的
に
つ
く
ら

れ
ず
、
会
社
と
し
て
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
一
八
九
一

年
二
月
一
七
日
の
時
点
で
す
で
に
出
さ
れ
て
い
た
。
イ
ラ
ン
か
ら

タ
バ
コ
利
権
を
獲
得
し
た
タ
ル
ボ
ト
は
、
こ
の
時
、
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
ド
ゥ
・
ゾ
ゲ
ブG

eorges
de

Zogheb

と
い
う
フ
ラ
ン
ス

人
に
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
た
段
階
で
二

五
年
を
期
限
と
し
て
イ
ラ
ン
か
ら
輸
出
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
（
タ
ン

バ
ー
ク
ー
）
の
国
外
で
の
販
売
権
を
す
べ
て
与
え
る
と
約
束
し
て

い
た
（
62
）
。
た
だ
し
、
こ
の
利
権
が
タ
ル
ボ
ト
か
ら
ゾ
ゲ
ブ
に
譲
渡
さ

れ
た
時
点
で
す
ぐ
に
会
社
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
な
く
、
実

際
に
会
社
設
立
に
向
け
て
動
き
出
す
の
は
、
そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
後

の
一
八
九
一
年
六
月
一
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
で
は
す
で

に
二
ヶ
月
余
り
前
の
四
月
は
じ
め
か
ら
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専

売
会
社
が
営
業
を
開
始
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
シ
ー
ラ
ー
ズ
、

タ
ブ
リ
ー
ズ
等
の
都
市
で
は
タ
バ
コ
の
流
通
か
ら
排
除
さ
れ
た
商

人
た
ち
に
よ
っ
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
起
こ
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
異
議
申
し
立
て
の
動
き
が
激
し
さ
を
増
す
時
期
に
ト
ン
ベ

キ
を
イ
ラ
ン
か
ら
独
占
的
に
輸
入
し
、
そ
れ
を
国
外
、
と
り
わ
け

最
大
の
消
費
地
た
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
で
流
通
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
設
立
に
向
け
て
動
き
出
し
て

い
た
の
で
あ
る
（
63
）
。

『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新
聞
』
に
よ
る
と
、
ペ
ル
シ
ア

帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
か
ら
イ
ラ
ン
産
ト
ン
ベ
キ
の
国
外
で
の
独

占
的
な
販
売
権
を
約
束
さ
れ
た
ゾ
ゲ
ブ
は
、
次
の
手
続
き
と
し
て

ま
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
に
申
請
を
出
す
前
に
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル

朝
政
府
に
イ
ラ
ン
国
外
で
ト
ン
ベ
キ
を
専
売
で
き
る
権
利
を
申
請

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
八
九
一
年
七
月
に
五
〇
年
を
期
限
と

す
る
利
権
を
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
か
ら
認
め
ら
れ
（
64
）
、
こ
れ
を
ふ
ま
え

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

五
〇
（
四
〇
四
）



て
一
八
九
一
年
七
月
一
八
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
、
オ
ス
マ
ン
帝

国
か
ら
資
本
を
募
り
、
額
面
二
二
万
オ
ス
マ
ン
・
リ
ラ
、
一
万
株

で
も
っ
て
パ
リ
のrue

M
eyerbeer,N

o.7

に
本
社
を
置
く

「
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社Société

du
T

om
bac

」
が
正
式
に
設
立

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
ゾ
ゲ
ブ
は
こ
の
会
社
の
取
締
役
に
は
名
を
連

ね
た
も
の
の
、
会
長
職
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
銀
行
の
エ
ド
ガ
ー
・
ヴ

ィ
ン
セ
ン
トE

dgar
V

incent

に
譲
り
、
彼
自
身
は
オ
ス
マ
ン
帝

国
へ
の
利
権
申
請
、
認
可
が
終
わ
っ
た
後
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
開

設
さ
れ
る
は
ず
の
事
業
本
部
の
総
支
配
人
に
就
任
し
た
。
ゾ
ゲ
ブ

は
、
す
で
に
触
れ
た
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
総
支
配

人
オ
ル
ン
ス
タ
イ
ン
と
同
じ
よ
う
な
役
回
り
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

な
か
で
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
65
）
。

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
は
、
ゾ
ゲ
ブ
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
、
ま
た
パ
リ
の
銀
行
家
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
オ
ス
マ
ン
帝
国

タ
バ
コ
専
売
会
社
が
資
本
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
基
本
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
系
の
会
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
（
66
）
。
し
か
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
銀
行
、
さ
ら
に
は
ペ
ル
シ
ア
帝

国
タ
バ
コ
専
売
会
社
も
資
本
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実

態
は
多
国
籍
企
業
と
い
う
性
格
を
当
初
は
も
っ
て
い
た
こ
と
を
見

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
く
に
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専

売
会
社
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
駐
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
英
国
領
事
の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
の
会
社
は
発
行
株

式
の
う
ち
五
分
の
一
を
保
有
し
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
な
か
で

最
大
の
株
主
で
あ
っ
た
（
67
）
。
こ
う
し
た
点
を
と
ら
え
て
ペ
ル
シ
ア
語

の
外
交
文
書
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
を
「
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ

コ
専
売
会
社
の
子
会
社
（far

�va
sho

�be

）」
と
す
ら
表
現
し
て

い
る
（
68
）
。
こ
の
よ
う
に
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
は
持
ち
株

に
お
い
て
他
を
圧
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
イ
ラ
ン
国
内
の
み
な
ら
ず
、

国
外
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
の
流
通
、
市
場
ま
で

を
も
そ
の
支
配
下
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

２
）
利
権
申
請
の
手
続
き

一
八
九
一
年
八
月
下
旬
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
は
ペ
ル
シ
ア
帝

国
タ
バ
コ
専
売
会
社
お
よ
び
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
イ

ラ
ン
国
外
で
ト
ン
ベ
キ
を
販
売
す
る
独
占
権
を
得
た
こ
と
を
ふ
ま

え
て
、
最
終
的
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
商
業
・
公
共
省
に
対
し
て
イ

ラ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
で
専
売

で
き
る
た
め
の
利
権
申
請
の
手
続
き
を
正
式
に
行
い
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
に
事
業
本
部
を
開
設
す
る
準
備
に
入
っ
た
（
69
）
。
こ
れ
を
受
け
て

一
〇
月
以
降
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
は
関
係
省
庁
の
大
臣
を
構
成

メ
ン
バ
ー
と
す
る
特
別
委
員
会
（K

om
isyonu

M
ahsus

）
を
組

織
し
、
こ
の
利
権
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
協

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

五
一
（
四
〇
五
）



議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
議
論
さ
れ
た
内
容
は
、

現
在
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
総
理
府
文
書
局
に
①B

a

�bakanlık
A

r
�sivi

Y
ıldız

T
asnifi

Sadaret
R

esm
i

M
aruzat

E
vrakı

56/

64

（
以
下
、Y

.
A

.
R

es.56/64

と
略
記
）、
②B

a

�bakanlık
A

r

�sivi
Irade

T
asnifi

Irade
1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezkeresi

）（
以
下
、Irade

1309
/

M
M

5449

と
略
記
）
と

分
類
さ
れ
る
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容

を
紹
介
す
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
利
権
申
請
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
諸
官

庁
、
政
府
部
内
で
協
議
さ
れ
、
最
終
的
に
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二

世
の
勅
令
（Irade

）
が
出
さ
れ
て
専
売
協
定
の
か
た
ち
を
と
っ

て
い
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
に
拠
り
な
が
ら
そ
の
流
れ

を
あ
ら
か
じ
め
整
理
を
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
利
権
問
題
を
主
管
す
る
官
庁
は
、
そ
れ

が
経
済
問
題
に
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
財
務
省
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
当
時
、
財
務
大
臣
を
務
め
て
い
た
ア
フ
メ
ト
・
ナ
ー

ズ
ィ
フA

hm
et

N
azif

は
、
新
し
い
タ
バ
コ
利
権
問
題
に
財
務
省

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
、
一
〇
月
一
三
日
か
ら
省
内

・

で
協
議
を
開
始
す
る
。
内
国
関
税
局
長
イ
ッ
ゼ
ト
・
ア
リ
ーIzzet

A
li

に
上
申
書
を
提
出
さ
せ
て
イ
ラ
ン
か
ら
ト
ン
ベ
キ
を
輸
入
す

る
際
に
徴
収
さ
れ
る
関
税
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
専
売
会
社
と
取
り
交
わ
す
協
定
書
の
財
務
省
案
を
作
成
し

た
。
こ
の
よ
う
な
実
務
的
作
業
を
重
ね
た
あ
と
、
一
一
月
八
日
に

ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
の
利
権
申
請
に
対
す
る
財
務
省
案
を
テ

ズ
ケ
レtezkere

の
か
た
ち
に
し
て
ま
と
め
、
総
理
府
に
送
付
し

た
（
70
）。こ

れ
を
受
け
て
宰
相
の
ア
フ
メ
ト
・
ジ
ェ
ヴ
ァ
ー
ト
・
パ
シ
ャ

A
hm

et
C

evat
Pa

�sa

は
、
法
務
大
臣
の
ル
ザ
ー
・
パ
シ
ャR

ıza

Pa

�sa

を
座
長
と
し
、
宰
相
、
財
務
大
臣
、
商
業
・
公
共
大
臣
が

加
わ
る
特
別
委
員
会
を
総
理
府
の
な
か
に
設
置
し
、
ト
ン
ベ
キ
専

売
会
社
の
利
権
申
請
問
題
に
つ
い
て
、
テ
ズ
ケ
レ
と
し
て
提
出
さ

れ
た
財
務
省
案
を
た
た
き
台
に
し
て
省
庁
を
横
断
す
る
協
議
会
を

一
一
月
一
二
日
と
一
一
月
一
五
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。

審
議
の
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
マ
ズ
バ
タm

azbata

と
し
て
ま
と
め

ら
れ
、
一
一
月
一
七
日
に
財
務
大
臣
の
上
申
書
、
そ
の
他
の
嘆
願

書
類
と
と
も
に
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
宮
内
に
あ
る
書
記
官
局
に
提
出
さ
れ

た
（
71
）。こ

の
後
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
書
記
官
局
長
の
ソ
ラ
イ
ヤ
ー
を
通

じ
て
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
奏
覧
に
付
さ
れ
、
一
二
月
四
日
、

最
終
的
に
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
対
し
て
イ
ラ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ

る
ト
ン
ベ
キ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
で
専
売
す
る
権
利
を
認
め
る

・

勅
令
（
イ
ラ
ー
デIIrade

）
が
発
せ
ら
れ
る
と
い
う
経
過
を
た
ど

史
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る
こ
と
に
な
る
（
72
）
。

以
上
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
総
理
府
文
書
局
所
蔵
文
書
を
通
じ
て
み

た
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
よ
る
利
権
申
請
に
か
か
わ
る
審
議
か
ら

勅
令
発
布
に
至
る
流
れ
で
あ
る
。
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
利
権
を

獲
得
し
た
一
二
月
四
日
は
、
期
せ
ず
し
て
イ
ラ
ク
の
聖
地
サ
ー
マ

ッ
ラ
ー
在
住
の
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
最
高
権
威
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ

ー
に
よ
っ
て
タ
バ
コ
の
喫
煙
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
日
の
翌
日
に
あ

た
る
。
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
は
、
イ
ラ
ン
に
お
い
て

ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の
高
揚
を
受
け
て
利
権
を
廃
棄
す
る
か
ど
う
か

の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
会
社
に
と
っ
て
利
益
の
大
き
い
イ
ラ
ン
か

ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
ト
ン
ベ
キ
輸
出
に
な
お
強
く
固
執
し
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
つ
く
ら
れ
る
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
と
連
携
し

て
さ
ら
な
る
広
域
的
な
タ
バ
コ
交
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
独
占
し

て
い
く
道
を
執
拗
に
探
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
勅
令
が
出
さ
れ
た
の
を
受
け
て
オ

ス
マ
ン
帝
国
政
府
と
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
と
の
間
で
全
一
七
条
と

補
則
か
ら
な
る
協
定
書
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
書
の
正
文
は
、

現
在
、
総
理
府
文
書
局
の
関
係
フ
ァ
イ
ル
の
な
か
に
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
発

行
さ
れ
て
い
た
ペ
ル
シ
ア
語
新
聞
『
ア
フ
タ
ル
』
に
そ
の
訳
が
転

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
協
定
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
、

最
初
の
序
に
あ
た
る
部
分
に
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
は
、
一
八
九

二
年
一
〇
月
四
日
か
ら
一
九
一
七
年
一
〇
月
三
日
ま
で
の
二
五
年

間
、
外
国
産
の
タ
ン
バ
ー
ク
ー
（
ト
ン
ベ
キ
）
を
オ
ス
マ
ン
帝
国

領
内
に
輸
入
し
、
そ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
を
独
占
（
イ
ン
ヒ
サ
ー

ルiInhisar

）
の
か
た
ち
で
株
式
会
社
と
し
て
資
本
金
二
二
〇
、

〇
〇
〇
オ
ス
マ
ン
・
リ
ラ
で
設
立
さ
れ
た
ト
ン
ベ
キ
（
専
売
）
会

社
に
与
え
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

実
際
に
会
社
が
事
業
を
開
始
す
る
の
は
、
認
可
の
勅
令
が
出
さ
れ

て
か
ら
一
〇
ヶ
月
後
の
一
八
九
二
年
一
〇
月
四
日
か
ら
と
予
定
さ

れ
て
い
た
（
73
）
。

ま
た
、
こ
の
勅
令
と
協
定
が
適
用
さ
れ
る
地
域
は
オ
ス
マ
ン
帝

国
全
域
で
は
な
く
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
、
イ
ェ
メ
ン
、
バ
グ
ダ
ー
ド
、

バ
ス
ラ
、
ト
ラ
ー
ブ
ル
ス
ガ
ル
ブ
、
ス
ク
タ
リ
、
コ
ソ
ヴ
ォ
の
各

州
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
直
接
支

配
が
必
ず
し
も
及
ば
な
く
な
っ
て
い
た
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
イ
ラ
ク
、

リ
ビ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
は
除
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
（
74
）。さ

ら
に
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
扱
う
タ
バ
コ
は
、
イ
ラ
ン
か

ら
輸
入
さ
れ
る
も
の
だ
け
に
限
ら
れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
で
栽

培
、
生
産
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
は
対
象
外
と
さ
れ
た
（
75
）
。
も
っ
と
も
、

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）
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す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
産
の
ト
ン
ベ
キ
は
、
生
産

量
に
お
い
て
も
品
質
に
お
い
て
も
イ
ラ
ン
産
の
そ
れ
に
と
て
も
及

ば
ず
、
そ
れ
が
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
専
売
、
流
通
か
ら
除
外
さ

れ
た
と
し
て
も
会
社
の
利
益
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
認
可
さ
れ
た
時
、
オ
ス
マ
ン
帝

国
に
は
シ
ガ
レ
ッ
ト
用
の
ト
ゥ
ト
ゥ
ン
の
生
産
と
流
通
に
独
占
権

を
も
つ
オ
ス
マ
ン
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
す
で
に
営
業
を
行
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
認
可
を
受

け
た
利
権
の
内
容
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
オ
ス

マ
ン
帝
国
に
向
け
て
輸
出
す
る
水
タ
バ
コ
用
の
ト
ン
ベ
キ
を
独
占

的
に
輸
入
し
、
そ
れ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
市
場
で
販
売
す
る
こ
と

に
限
ら
れ
、
業
務
に
お
い
て
二
つ
の
専
売
会
社
が
競
合
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３
）
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
へ
の
利
権
付
与
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
と

っ
て
税
収
と
歳
入
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
い
う
点
で
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
タ
バ
コ
利
権
認
可
に
か
ん
す
る
政
府
部

内
の
協
議
の
過
程
を
伝
え
る
総
理
府
文
書
局
所
蔵
文
書
と
ト
ン
ベ

キ
の
輸
入
専
売
利
権
に
か
ん
す
る
協
定
書
に
は
次
の
三
つ
が
増
収

に
つ
な
が
る
財
源
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
個
々
に
見
て
い
き
な
が
ら
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
対
し

て
付
与
さ
れ
た
輸
入
専
売
利
権
が
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
な
の

か
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
毎
年
会
社
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府

に
対
し
て
支
払
う
三
〇
、
〇
〇
〇
リ
ラ
の
利
権
料
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
八
七
五
年
の
国
家
財
政
の
破
綻
、
そ
れ
に
続
く
一
八
八
一
年

の
オ
ス
マ
ン
債
務
管
理
局
の
設
立
に
よ
っ
て
財
政
が
恒
常
的
に
逼

迫
し
て
い
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
と
っ
て
新
た
に
公
債
を
発
行
し
て

い
く
際
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
財
務
省
サ

イ
ド
と
し
て
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
（
76
）
。
第
二
は
、
イ
ラ
ン

か
ら
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
新
た
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
独
占
税
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
こ
れ
は
、
輸
入
さ
れ
る
ト

ン
ベ
キ
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
ク
ル
シ
ュ
（
�
四
〇
パ
ラ
）
が

徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入

量
が
四
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
越
え
る
場
合
は
一
・

二
五
ク
ル
シ
ュ
（
�
五
〇
パ
ラ
）
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
一
一
月
一
二
日
に
開
か
れ
た
特
別
委
員
会
の
マ
ズ
バ
タ
と

一
一
月
一
七
日
付
け
の
財
務
大
臣
の
上
申
書
で
は
、
輸
入
量
が
三
、

六
〇
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
場
合
で
も
、
会
社
は
オ
ス

マ
ン
帝
国
政
府
に
対
し
て
独
占
税
の
最
低
保
障
額
と
し
て
三
六
、

〇
〇
〇
リ
ラ
を
支
払
う
こ
と
が
案
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か

史
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し
、
最
終
的
な
協
定
書
第
三
条
に
お
い
て
そ
れ
は
削
ら
れ
、
独
占

税
は
輸
入
量
が
四
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
は
一
ク

ル
シ
ュ
、
そ
れ
以
上
の
場
合
は
一
・
二
五
ク
ル
シ
ュ
と
決
め
ら
れ
、

と
く
に
最
低
補
償
額
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
（
77
）
。

四
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
独
占
税
の
課
税
額
が

変
わ
る
目
安
と
さ
れ
た
の
は
、
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸

入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
年
間
輸
入
量
の
平
均
が
概
算
で
こ
れ
位
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
第
一
章
で
一
八
八
九
年
か
ら
一
九
〇

一
年
ま
で
の
一
四
年
間
の
輸
入
量
を
示
す
統
計
を
付
表
１
の
か
た

ち
で
挙
げ
て
お
い
た
が
、
こ
の
う
ち
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
九
二

年
に
至
る
五
年
間
の
輸
入
量
が
四
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
前
後
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

最
後
に
第
三
の
財
源
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
関
税
で
あ
る
。

こ
れ
は
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
専
売
権
の
許
認
可
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
れ
以
前
か
ら
常
に
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る

ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
課
税
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
独
占
税
の

よ
う
に
新
た
に
徴
収
さ
れ
る
税
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
利
権

料
、
独
占
税
と
比
べ
る
と
そ
の
額
は
は
る
か
に
大
き
く
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
財
源
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
る

少
し
前
に
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ

の
関
税
協
定
が
改
定
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
両
国
間
で
交
渉
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
営
業
開
始
後
、
イ
ラ

ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
課
せ

ら
れ
る
関
税
は
、
こ
の
交
渉
の
結
果
合
意
さ
れ
た
改
定
税
率
に
し

た
が
っ
て
徴
収
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
以
下
、
こ
の
関
税

問
題
を
め
ぐ
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
イ
ラ
ン
両
国
間
の
改
定
交
渉
の

経
過
を
簡
単
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
輸
入
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ

た
後
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入

さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
関
税
が
徴
収
さ
れ
、
そ
れ
が
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
。

ト
ン
ベ
キ
に
か
か
わ
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
イ
ラ
ン
と
の
間
の
関

税
協
定
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
る
以

前
の
一
八
九
〇
年
一
二
月
は
じ
め
か
ら
す
で
に
改
定
の
た
め
の
交

渉
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
改
定
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
一
八
六

二
年
に
締
結
さ
れ
、
そ
の
後
一
八
六
五
、
一
八
七
五
、
一
八
七
八
、

一
八
八
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
関
税
協
定

で
あ
る
（
78
）
。
こ
の
交
渉
の
結
果
、
一
八
九
〇
年
一
二
月
一
三
日
に
合

意
が
成
立
し
、
こ
れ
以
降
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ

れ
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
関
税
は
一

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）
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一
月
三
〇
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
一
二
月
（
財
務

暦
一
月
一
三
日
）
か
ら
新
し
い
輸
入
関
税
が
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て

課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
一
八
九
一
年
四
月
以
降
営
業
を

開
始
す
る
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス

マ
ン
帝
国
向
け
に
輸
出
す
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
も
、
ま
た
一
八

九
一
年
一
二
月
四
日
に
利
権
を
付
与
さ
れ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
ト
ン

ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
が
輸
入
す
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
も
同
様
に

適
用
さ
れ
た
（
79
）
。

一
八
九
〇
年
一
二
月
中
旬
に
結
ば
れ
た
新
し
い
関
税
協
定
と
一

八
八
一
年
に
締
結
さ
れ
た
旧
関
税
協
定
と
を
比
べ
て
大
き
く
異
な

る
点
は
、
そ
れ
ま
で
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
従
価
で
七
五
％
の
輸
入

関
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
新
関
税
協
定
に
お
い
て
は
一
〇

〇
％
に
変
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
80
）
。
こ
の
新
し
い
改
定
税
率
に
も

と
づ
い
て
ト
ン
ベ
キ
の
関
税
は
一
八
九
〇
年
一
二
月
以
降
、
徴
収

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
日
々
刻
々
、
変
動
す
る
ト
ン

ベ
キ
の
価
格
に
し
た
が
っ
て
国
境
の
税
関
が
関
税
を
徴
収
す
る
こ

と
は
煩
雑
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
ト
ン
ベ
キ
の
梱
の
重
量
を
量

り
、
そ
れ
を
現
金
に
換
算
し
て
関
税
を
徴
収
す
る
従
価
制
に
従
量

制
を
折
衷
さ
せ
る
た
方
法
で
徴
収
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
、

旧
関
税
協
定
で
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
新
し
い
関
税
協
定
が
結
ば
れ
て
か
ら
四
ヶ
月
半
ほ

ど
経
っ
た
一
八
九
一
年
四
月
一
日
に
従
価
税
率
を
従
量
税
率
に
換

算
し
た
新
し
い
関
税
表
が
両
国
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
、
こ
れ
に
も

と
づ
い
て
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ

に
対
し
て
一
〇
〇
％
の
関
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
時
期
的
に

み
る
と
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
イ
ラ
ン
に
お
い
て

営
業
を
開
始
す
る
ま
さ
に
直
前
の
頃
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

旧
関
税
表
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
二
ク
ル
シ
ュ
三
〇
パ
ラ
で
あ

っ
た
関
税
は
、
新
関
税
表
で
は
三
ク
ル
シ
ュ
に
増
額
さ
れ
た
。
こ

の
税
額
は
九
年
間
有
効
と
さ
れ
、
期
限
が
来
て
改
定
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
次
の
九
年
間
は
四
ク
ル
シ
ュ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
七
年
間

は
四
・
五
ク
ル
シ
ュ
に
さ
ら
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
81
）
。

以
上
の
よ
う
に
独
占
税
が
新
設
さ
れ
、
関
税
率
が
改
定
さ
れ
た

状
況
を
踏
ま
え
て
内
国
関
税
局
長
の
イ
ッ
ゼ
ト
・
ア
リ
ー
は
、
一

八
九
一
年
一
〇
月
一
三
日
付
け
の
財
務
大
臣
ア
フ
メ
ト
・
ナ
ー
ズ

ィ
フ
に
対
す
る
復
命
書
（cevapnam

e

）
の
な
か
で
、
ト
ン
ベ
キ

専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
た
暁
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
国
庫
に
入
っ
て

く
る
と
見
込
ま
れ
る
関
税
と
独
占
税
の
税
収
を
次
の
よ
う
に
簡
単

な
表
の
か
た
ち
に
し
て
報
告
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る

年
間
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
量
は
、
四
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
挙
げ
た
一
八
八
七
年
か
ら
一

史
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八
九
二
年
に
至
る
五
年
間
の
輸
入
量
の
目
安
と
な
る
四
、
〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
数
字
よ
り
か
な
り
多
め
に
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
密
輸
の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
税
関

を
通
る
正
規
の
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
量
が
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
見

通
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
表

に
は
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
期
待
さ

れ
る
税
収
の
増
加
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
財
政
当
局
が
ど
の
よ
う
に

予
測
し
て
い
た
の
か
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
（
82
）
。

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ス
マ
ン

帝
国
が
享
受
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
、
あ
と
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
密
輸
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
八
八
四
年
に
設
立
さ
れ
た

オ
ス
マ
ン
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
下
で
ト
ゥ
ト
ゥ
ン
の
生
産
と

流
通
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
農
民
、
商
人
が
会
社
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
抵
抗
を
試
み
た
の
か
を
研
究
し
た
ア
メ
リ
カ
の
経
済
史
家
カ

ー
タ
ル
ト
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は
イ
ラ
ン
の
よ
う
に
農
民
、
商

人
の
力
が
強
く
な
く
、
ま
た
ウ
ラ
マ
ー
に
も
組
織
力
が
な
か
っ
た

た
め
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
呼
べ
る
よ
う
な
目
立
っ
た
動
き
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て

オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は
専
売
会
社
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
監
視
の
目
を

く
ぐ
り
抜
け
て
ト
ゥ
ト
ゥ
ン
の
闇
取
引
、
密
輸
が
さ
か
ん
に
行
わ

れ
、
こ
れ
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
代
わ
る
民
衆
の
抵
抗
運
動
の
か

た
ち
を
と
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ト
ゥ
ト
ゥ
ン
だ
け
で

な
く
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
に
つ

い
て
も
同
じ
よ
う
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
83
）
。
オ
ス
マ
ン
帝

国
と
イ
ラ
ン
を
距
て
る
国
境
線
は
山
岳
地
帯
に
沿
っ
て
長
大
で
あ

付表Ⅱ トンベキ輸入量と税収見込

関税とインヒサル

16,000,000クルシュ
関 税 キロあたり 3.0サンチム
独占税 1.0
合 計 4.0

1,275,000クルシュ
関 税 キロあたり 3.0サンチム
独占税 1.25
合 計 4.25

17,275,000

年間のトンベキ輸入量

4,000,000キログラム

300,000キログラム

総 計
4,300,000キログラム

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

五
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り
、
比
較
的
容
易
に
ト
ン
ベ
キ
を
密
輸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
を
で
き
る
だ
け
防
ぎ
、
国
の
税
収
を
増
や
す
と
い
う
の
が
、
当

時
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
財
務
当
局
の
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
う
し
た
思
い
が
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
へ
の
利
権
付
与
に
つ
な
が

っ
た
の
で
あ
る
。

会
社
に
と
っ
て
も
専
売
制
を
行
っ
て
い
く
以
上
、
ト
ン
ベ
キ
の

密
輸
は
何
と
し
て
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
の
課
題

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
交
渉
を
重
ね
、
最
終
的

に
結
ば
れ
た
協
定
書
の
な
か
で
密
輸
に
対
処
す
る
い
く
つ
か
の
策

が
盛
り
込
れ
た
。
以
下
、
こ
れ
に
拠
り
な
が
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
と

の
協
議
の
過
程
で
議
論
さ
れ
た
問
題
、
密
輸
に
対
し
て
ト
ン
ベ
キ

専
売
会
社
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
イ
ラ
ン
か
ら
国
境
を
越
え
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入

さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
梱
に
は
必
ず
鉛
で
封
印
し
、
通
関
す
る
際
に

は
そ
れ
を
証
す
る
特
別
の
書
状
を
税
関
の
役
人
か
ら
取
得
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
な
い
場
合
、
密
輸
品
と
見
な
さ

れ
、
ト
ン
ベ
キ
は
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
84
）
。

第
二
に
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
は
、
密
輸
を
防
止
す
る
た
め
に

自
ら
の
責
任
で
護
衛
隊
（
ジ
ャ
ン
ダ
ル
マ
）
を
組
織
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
雇
わ
れ
る
の
は
、
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ

ン
帝
国
と
の
国
境
地
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
ア
ナ
ト
リ
ア
東
部

地
方
に
居
住
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
多
か
っ
た
。
こ
の
護
衛
隊
は

ど
の
程
度
、
武
器
を
も
つ
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
が
議
論
さ
れ
た
が
、

協
定
書
で
は
都
市
部
に
お
い
て
は
武
器
を
携
行
す
る
こ
と
は
厳
し

く
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
岳
地
帯
、
沙
漠
に
お
い
て

は
危
険
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
武
器
の
携
行
は
認
め
ら
れ

た
。
密
輸
の
取
締
は
、
本
来
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
い
う
国
が
責
任

を
も
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
ト
ン
ベ
キ
の
密
輸
問
題
に

か
ん
し
て
は
専
売
会
社
に
そ
れ
を
委
ね
、
取
り
締
ま
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
85
）
。

４
�
利
権
撤
回
を
求
め
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
イ
ラ
ン

商
人
た
ち

１
）
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
お
け
る
抗
議
集
会

一
八
九
二
年
一
月
五
日
、『
ア
フ
タ
ル
』
紙
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
で
出
さ
れ
て
い
た
ト
ル
コ
語
新
聞
『
サ
バ
フ
』Sabah

紙
の
報

道
を
引
い
て
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る
す
べ
て

の
ト
ン
ベ
キ
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
独

占
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
報
じ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
の

イ
ラ
ン
商
人
に
注
意
を
促
し
た
。
図
ら
ず
も
こ
れ
が
報
じ
ら
れ
た

日
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
お
い
て
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
に

史
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対
し
て
利
権
廃
棄
の
通
告
が
さ
れ
た
日
に
あ
た
る
。
す
で
に
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
在
住
の
イ
ラ
ン
の
商
人
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
獲

得
す
る
こ
と
に
な
る
利
権
の
内
容
に
つ
い
て
一
八
九
一
年
一
二
月

二
二
日
、
二
九
日
の
二
度
に
わ
た
っ
て
『
ア
フ
タ
ル
』
紙
に
掲
載

さ
れ
た
協
定
書
の
ペ
ル
シ
ア
語
訳
を
通
し
て
知
っ
て
い
た
が
、
一

八
九
二
年
一
月
五
日
、
改
め
て
『
ア
フ
タ
ル
』
紙
の
警
告
記
事
に

接
し
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
対
す
る
警
戒
感
を
さ
ら
に
強
め
た
（
86
）
。

イ
ラ
ン
の
商
人
に
と
っ
て
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
へ
の
ト
ン
ベ

キ
の
輸
入
、
販
売
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
も
し
く
は
そ
れ
に
許

可
を
得
た
者
だ
け
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
者
が
行
う

こ
と
は
禁
止
す
る
。」
と
い
う
協
定
書
第
一
五
条
の
条
項
は
、
そ

れ
ま
で
営
々
と
築
い
て
き
た
タ
バ
コ
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
根

こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
（
87
）
。
こ
れ
に
焦

燥
感
を
募
ら
す
イ
ラ
ン
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
利
権
の
撤
回
を
求
め

る
異
議
申
し
立
て
の
行
動
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
起
こ
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

最
初
の
抗
議
集
会
は
、
一
八
九
二
年
一
月
一
〇
日
金
曜
日
に
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
イ
ラ
ン
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
に
な
っ
て
い

た
旧
市
街
、
カ
パ
ル
チ
ャ
ル
シ
ュ
近
く
に
あ
る
隊
商
宿
�
ヴ
ァ
ー

リ
デ
・
ハ
ン
の
モ
ス
ク
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
事

前
に
察
知
し
た
総
理
府
お
よ
び
大
宰
相
ジ
ェ
ヴ
ァ
ー
ト
は
、
ユ
ル

ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
、
ア
ブ
デ
ュ

ル
ハ
ミ
ト
二
世
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
の
イ
ラ
ン
商
人
の
間
に
不

穏
な
動
き
が
あ
る
と
奏
上
し
て
い
る
。

ト
ン
ベ
キ
商
人
の
エ
ス
ナ
ー
フ
（
同
職
組
合
）
が
来
る
金
曜

日
（
一
月
一
〇
日
）、
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
あ
る
モ
ス
ク

に
お
い
て
集
会
を
催
し
、
イ
ラ
ン
大
使
館
に
嘆
願
を
行
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
大
使
館
に
よ
っ
て
回
答
が
拒
否
さ
れ

た
場
合
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
と
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
に

対
し
て
請
願
が
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
（
88
）
。

こ
う
し
た
動
き
に
強
い
懸
念
を
抱
く
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
は
、

公
安
警
察
に
集
会
、
デ
モ
が
開
催
さ
れ
な
い
よ
う
予
防
措
置
を
講

じ
、
ま
た
、
イ
ラ
ン
大
使
館
と
連
絡
を
と
っ
て
情
報
収
集
に
努
め
、

イ
ラ
ン
の
ト
ン
ベ
キ
商
人
が
大
使
館
に
対
し
て
嘆
願
を
行
う
こ
と

を
極
力
、
阻
止
す
る
よ
う
命
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
き

を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る
公
安
警
察
の
活
動
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
抗
議
集
会
は
一
月
一
〇
日
予
定
通
り
開
か
れ
、
ヴ
ァ
ー
リ

デ
・
ハ
ン
の
モ
ス
ク
に
集
ま
っ
た
商
人
た
ち
は
ト
ン
ベ
キ
の
専
売

利
権
撤
回
を
求
め
て
駐
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
イ
ラ
ン
大
使
館
に
嘆
願

書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
大
使
館
は
回

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

五
九
（
四
一
三
）



答
を
拒
否
し
、
抗
議
集
会
を
開
い
た
人
々
は
次
の
方
策
と
し
て
オ

ス
マ
ン
帝
国
政
府
に
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
利
権
を
撤
回
す
る
よ

う
求
め
る
嘆
願
書
を
総
理
府
に
提
出
す
る
挙
に
出
る
。
こ
の
あ
た

り
の
事
情
を
集
会
が
終
わ
っ
た
後
に
書
か
れ
た
一
月
一
二
日
付
け

の
総
理
府
が
ま
と
め
た
テ
ズ
ケ
レ
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

ト
ン
ベ
キ
商
人
の
エ
ス
ナ
ー
フ
は
、
嘆
願
書
を
イ
ラ
ン
大
使

に
よ
っ
て
回
答
を
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
彼
ら
の
声
が
ス

ル
タ
ン
�
カ
リ
フ
猊
下
（
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
）
に
届

く
よ
う
に
と
嘆
願
書
を
作
成
し
、
商
人
の
う
ち
の
一
人
が
代

表
し
て
総
理
府
に
も
っ
て
い
っ
た
（
89
）
。

こ
の
嘆
願
書
の
件
に
つ
い
て
総
理
府
お
よ
び
大
宰
相
ジ
ェ
ヴ
ァ

ー
ト
か
ら
報
告
を
受
け
た
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
の
書
記
官
局
長

ソ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
奏
上
、
ス
ル
タ
ン
�
カ
リ
フ
の
勅
令
を
起
草
し
、
こ
れ

以
上
不
穏
な
事
態
が
広
が
ら
な
い
よ
う
大
宰
相
の
ジ
ェ
ヴ
ァ
ー
ト

お
よ
び
総
理
府
、
公
安
警
察
に
さ
ら
な
る
監
視
の
強
化
を
命
じ
、

状
況
を
上
申
書
の
か
た
ち
で
報
告
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
周
到
な
警
戒
体
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
月
一
七
日

金
曜
日
に
な
っ
て
イ
ラ
ン
の
ト
ン
ベ
キ
商
人
た
ち
は
、
再
び
ヴ
ァ

ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
お
い
て
一
週
間
前
よ
り
さ
ら
に
大
き
な
抗
議
集

会
を
催
し
、
気
勢
を
上
げ
た
（
90
）
。

警
察
の
許
可
な
く
集
会
を
開
く
こ
と
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
公
安
警
察
が
ヴ
ァ
ー
リ

デ
・
ハ
ン
周
辺
に
張
り
込
ま
せ
て
い
た
密
偵
の
報
告
に
よ
る
と
、

集
会
禁
止
の
警
告
が
警
察
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ト
ン
ベ
キ
商
人
の
エ
ス
ナ
ー
フ
（
同
職
組
合
）
の
長
で
あ
る
ケ
ト

ヒ
ュ
ダ
ー
に
よ
っ
て
集
会
の
開
催
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
こ
れ
に
応

じ
て
八
〇
人
ほ
ど
の
商
人
が
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
集
ま
っ
た
。

オ
ス
マ
ン
当
局
は
、
参
加
す
る
人
数
が
さ
ら
に
膨
ら
む
こ
と
に
よ

っ
て
抗
議
集
会
が
街
頭
デ
モ
に
拡
大
し
、
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
と

い
う
閉
ざ
さ
れ
た
商
業
空
間
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
市
内
に
騒
ぎ

が
広
が
る
こ
と
を
危
惧
し
た
が
、
一
八
九
二
年
一
月
の
段
階
に
お

い
て
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
ト
ン
ベ
キ
利
権
に
反
対
す
る
運
動
は
先
鋭

化
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
不
穏
な
情
勢
に

警
戒
感
を
強
め
る
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
は
、
四
月
は
じ
め
の
営
業

開
始
を
め
ざ
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
会
社
の
体
制
を
部
分
的
に

見
直
し
、
当
初
の
予
定
通
り
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
お
い
て
イ
ラ

ン
か
ら
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
専
売
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

こ
う
と
し
た
（
91
）
。

史
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２
）
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
改
組

そ
も
そ
も
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
た
趣
旨
は
、
筆
頭

株
主
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
イ
ラ
ン
に
お
い

て
有
す
る
ト
ン
ベ
キ
の
輸
出
専
売
の
独
占
的
、
排
他
的
な
交
易
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
国
外
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
も
広
げ
、
そ
れ
を
輸
入

専
売
権
と
い
う
か
た
ち
で
確
保
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
イ
ラ
ン
に
お
い
て
一
八
九
二
年
一
月
五
日
に
ナ
ー
セ
ル
オ

ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
タ
バ
コ
利
権
廃
棄
の
勅
令
が
出

さ
れ
る
と
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
が
そ
れ
ま
で
の
よ

う
に
ト
ン
ベ
キ
の
輸
出
を
独
占
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
は
不
可
能

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ト
ン

ベ
キ
専
売
会
社
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
と
の
関
係

を
断
ち
、
輸
入
専
売
権
を
梃
子
に
独
自
の
ト
ン
ベ
キ
の
交
易
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
網
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
動
き
の
端
緒
に
な
っ
た
の
が
、
二
月
に
な
さ
れ
た
ト

ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
増
資
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
会

社
が
設
立
さ
れ
た
当
初
に
お
け
る
資
本
金
は
、
総
理
府
文
書
局
所

蔵
文
書
、『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新
聞
』、『
ア
フ
タ
ル
』

紙
に
よ
る
と
二
二
万
リ
ラ
、
駐
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
英
国
領
事
の
報
告

に
よ
る
と
二
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
、

事
業
を
拡
大
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
こ
の
額
で
は
不
十
分
で
あ
る

と
の
声
が
上
が
り
、
駐
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
英
国
領
事
の
報
告
に
し
た

が
う
と
資
本
金
の
額
を
そ
れ
ま
で
の
二
倍
、
す
な
わ
ち
四
〇
万
ポ

ン
ド
に
増
資
す
る
こ
と
が
取
締
役
会
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
二
月
一
二
日
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
株
主
総
会
は
、
増

資
を
正
式
に
承
認
し
た
（
92
）
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
単
に
資
本
金
が
増
え
た
と
い
う
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
会
社
の
株
主
構
成
に
も
大
き
な
変
化

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
駐
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
英
国
総
領
事
の
報
告

は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
「（
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の

当
初
の
）
二
〇
万
ポ
ン
ド
の
資
本
金
の
う
ち
、
五
分
の
一
は
ペ
ル

シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
や
そ
の
大
部
分
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
手
に
渡
っ
て
い
る
。
若

干
は
ト
ル
コ
人
も
保
有
し
、
残
り
は
英
国
人
で
あ
る
。」
と
記
す

が
、
こ
れ
か
ら
、
増
資
に
と
も
な
っ
て
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
ペ

ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
傘
下
か
ら
脱
し
、
フ
ラ
ン
ス
系

資
本
の
企
業
に
全
面
的
に
改
組
さ
れ
た
と
見
て
と
る
こ
と
が
で
き

る
（
93
）。イ

ス
タ
ン
ブ
ル
で
発
行
さ
れ
て
い
た
一
八
九
二
年
三
月
三
日
付

け
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
『
近
東
報
知
新
聞
』Le

M
oniteur

O
rien-

tal

紙
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
つ
い
て
「
最
近
解
散
し
、
ま

っ
た
く
異
な
っ
た
管
理
の
下
に
あ
っ
た
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）
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（
四
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売
会
社
と
は
い
か
な
る
関
係
も
持
っ
て
い
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
は
イ
ラ
ン
に

お
い
て
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
廃
止
が
決
ま
っ
て
い

く
な
か
、
そ
れ
と
は
一
線
を
画
す
る
組
織
に
会
社
を
改
組
し
て
イ

ラ
ン
か
ら
ト
ン
ベ
キ
を
輸
入
し
、
そ
れ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
で
専

売
し
て
い
く
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
94
）
。

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
実
際
に
営
業
を
開
始
す
る
時
期
は
、
ペ

ル
シ
ア
語
の
新
聞
『
ア
フ
タ
ル
』
紙
に
転
載
さ
れ
た
ト
ン
ベ
キ
の

輸
入
専
売
に
関
わ
る
協
定
書
に
よ
る
と
、
一
八
九
二
年
一
〇
月
四

日
か
ら
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
九
二
年
三
月
か
ら
は
じ

ま
る
イ
ラ
ン
で
の
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
と
カ
ー
ジ
ャ

ー
ル
朝
政
府
と
の
間
の
タ
バ
コ
利
権
廃
棄
交
渉
が
進
む
過
程
で
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
営
業
開
始
の
時

期
は
当
初
の
予
定
よ
り
六
ヶ
月
早
め
ら
れ
、
四
月
四
日
か
ら
に
変

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
変
更
に
か
ん
す
る
交
渉
は
、
ト

ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
総
支
配
人
で
あ
る
ゾ
ゲ
ブ
と
オ
ス
マ
ン
帝
国

政
府
と
の
間
で
な
さ
れ
、
三
月
三
日
に
協
定
書
が
交
わ
さ
れ
、
三

月
一
一
日
に
は
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
勅
令
が
出
さ
れ
、
四

月
四
日
か
ら
の
営
業
開
始
が
正
式
に
決
め
ら
れ
た
（
95
）
。

ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
と
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
と
の
間

の
タ
バ
コ
利
権
廃
棄
交
渉
で
は
四
月
三
日
を
も
っ
て
イ
ラ
ン
に
お

け
る
タ
バ
コ
利
権
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

イ
ラ
ン
に
お
け
る
利
権
の
失
効
に
合
わ
せ
て
間
を
お
か
ず
に
翌
日

の
四
月
四
日
か
ら
ト
ン
ベ
キ
を
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内

に
輸
入
す
る
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
独
占
的
に
イ
ラ
ン
の
水
タ

バ
コ
の
専
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
お
い
て
確

立
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
の
意
図

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

５
�
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
発
足
後
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に

お
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動

１
）
専
売
制
の
開
始

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
発
足
は
四
月
四
日
か
ら
と
さ
れ
た
が
、

『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新
聞
』、『
サ
バ
フ
』
紙
、『
近
東
報

知
新
聞
』
に
よ
る
と
、
本
格
的
な
営
業
開
始
に
向
け
て
の
準
備
は
、

そ
れ
以
前
の
三
月
一
二
日
頃
に
事
業
本
部
が
バ
ル
タ
ジ
ュ
・
ハ
ン

B
altacıH

an

に
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

正
式
な
発
足
ま
で
の
間
に
会
社
が
急
ぎ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
す
で
に
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
輸
入
さ
れ

て
い
た
ト
ン
ベ
キ
に
か
ん
し
て
、
そ
れ
が
卸
売
り
商
人
の
手
元
に

ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
る
の
か
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
商
人
た
ち
か
ら
す
べ
て
の
ト
ン
ベ
キ
を
買
い
取
り
、
会
社
の
一

史
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元
的
な
管
理
体
制
下
に
置
い
て
専
売
制
を
滞
り
な
く
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
（
96
）
。

こ
の
た
め
専
売
会
社
は
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
輸
入
に
携
わ
る
卸
売

り
商
人
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
保
有
す
る
ト
ン
ベ
キ
の
量
を
調
べ
て
四

月
四
日
ま
で
に
会
社
に
申
告
す
る
よ
う
命
じ
た
。
た
だ
し
、
実
際

に
調
査
し
、
会
社
に
そ
れ
を
引
き
渡
す
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間

が
か
か
る
こ
と
も
考
慮
し
、
四
ヶ
月
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
た
。

売
却
手
続
き
が
済
ん
だ
ト
ン
ベ
キ
は
、
専
売
会
社
に
所
有
権
が
移

転
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
鉛
で
も
っ
て
梱
に
封
印
さ
れ
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
（
97
）
。
四
ヶ
月
を
過
ぎ
て
も
専
売
会
社
へ
の
売
却
が
終
わ

ら
な
い
ト
ン
ベ
キ
は
、
密
輸
品
と
み
な
さ
れ
、
会
社
に
よ
っ
て
強

制
的
に
没
収
さ
れ
る
こ
と
が
卸
売
り
商
人
た
ち
に
通
告
さ
れ
た
（
98
）
。

こ
う
し
た
専
売
会
社
の
懸
命
の
努
力
も
あ
っ
て
三
月
二
五
日
頃

か
ら
卸
売
り
商
人
の
手
元
に
あ
っ
っ
た
ト
ン
ベ
キ
の
大
量
の
売
却

が
行
わ
れ
は
じ
め
（
99
）
、
会
社
発
足
後
の
四
月
七
日
ま
で
に
は
そ
の
多

く
が
専
売
会
社
に
引
き
渡
さ
れ
た
（
100
）
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
イ
ラ
ン
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
で
多
く
の
読
者
を
得
て
い
た
『
ア
フ
タ
ル
』

紙
も
、
四
月
一
二
日
付
け
の
記
事
に
お
い
て
イ
ラ
ン
か
ら
輸
入
さ

れ
、
卸
売
り
商
人
た
ち
が
保
有
す
る
ト
ン
ベ
キ
の
大
半
が
専
売
会

社
へ
の
売
却
を
終
わ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
（
101
）
。

か
く
し
て
、
専
売
会
社
は
そ
れ
ま
で
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝

国
へ
の
輸
入
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
卸
売
り
商
人
た
ち
か
ら
ト
ン

ベ
キ
を
一
括
し
て
買
い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
四
月
四
日
以
降
、
そ

の
流
通
を
独
占
し
て
い
く
体
制
を
整
え
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
次

で
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
町
や
村
で
店
を
構
え
、
一
般
の
消
費
者

に
ト
ン
ベ
キ
を
販
売
す
る
小
売
商
人
た
ち
に
対
し
て
新
た
に
許
可

証
を
発
行
し
、
そ
れ
を
持
た
な
い
商
人
に
対
し
て
は
ト
ン
ベ
キ
の

売
買
を
禁
ず
る
旨
が
通
達
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
専
売
会
社
は
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
ト
ン
ベ
キ
の
小
売
を
め
ぐ
る
交
易
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
そ
の
傘
下
に
収
め
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

『
サ
バ
フ
』
紙
に
よ
る
と
、
会
社
が
正
式
に
発
足
し
た
四
月
四

日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
小
売
店
主
を
呼
ん
で
専
売
会
社
の
下
で
こ

れ
ま
で
通
り
ト
ン
ベ
キ
の
販
売
を
続
け
る
か
ど
う
か
の
意
志
を
確

認
し
、
希
望
す
る
者
に
は
会
社
に
願
い
を
出
さ
せ
、
こ
れ
に
も
と

づ
い
て
許
可
証
が
出
さ
れ
た
（
102
）
。
会
社
の
傘
下
に
入
っ
て
ト
ン
ベ
キ

を
販
売
し
て
い
く
小
売
店
主
に
対
し
て
は
、
専
売
会
社
か
ら
小
売

価
格
の
一
五
％
が
売
り
上
げ
手
数
料
と
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
（
103
）
。

ち
な
み
に
、
ト
ン
ベ
キ
の
小
売
価
格
は
、
卸
売
価
格
と
同
様
、

原
則
と
し
て
そ
の
時
々
の
変
動
す
る
市
場
の
状
況
に
応
じ
た
価
格

で
小
売
商
か
ら
一
般
の
消
費
者
、
す
な
わ
ち
水
タ
バ
コ
を
喫
煙
す

る
者
に
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
ト
ン
ベ
キ
専

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

六
三
（
四
一
七
）



売
会
社
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
間
で
利
権
付
与
の
交
渉
が
行
わ
れ

て
い
る
過
程
で
政
府
部
内
で
ト
ン
ベ
キ
の
小
売
価
格
に
上
限
を
設

け
る
こ
と
が
政
策
的
に
必
要
だ
と
の
声
が
上
が
り
、
最
終
的
に
専

売
協
定
に
は
そ
れ
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
す
で
に
紹
介
し
た
一
八
九

一
年
一
一
月
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
に
お
い
て
小
売
の
上
限

価
格
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
、
一
二
月
四
日
に
結
ば
れ
た
協

定
書
第
一
二
条
に
以
下
の
表
の
よ
う
に
産
地
、
等
級
ご
と
に
上
限

価
格
が
定
め
ら
れ
た
。
下
限
価
格
に
つ
い
て
は
と
く
に
定
め
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
上
限
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
ト
ン
ベ
キ
の
消
費

者
価
格
が
む
や
み
に
高
騰
す
る
の
を
防
ご
う
と
す
る
オ
ス
マ
ン
帝

国
政
府
の
価
格
政
策
を
こ
れ
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
表
に
示
さ
れ
て
い
る
価
格
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
の
も

の
で
単
位
は
ク
ル
シ
ュ
で
あ
る
。
括
弧
で
囲
ん
だ
数
字
は
協
定
書

が
締
結
さ
れ
る
以
前
に
開
か
れ
た
特
別
委
員
会
に
お
い
て
財
務
大

臣
が
出
し
た
上
限
価
格
案
で
あ
る
。
総
じ
て
最
終
の
上
限
価
格
よ

り
も
一
ク
ル
シ
ュ
ほ
ど
低
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

て
お
き
た
い
（
104
）
。

こ
の
表
に
示
さ
れ
た
上
限
価
格
が
、
ど
こ
ま
で
実
効
性
の
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
価
格
を
示
す
数
字
は

と
も
か
く
と
し
て
こ
の
表
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
輸
入
さ
れ
、

消
費
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
が
産
地
、
等
級
ご
と
に
ど
れ
く
ら
い
の
シ

ェ
ア
を
市
場
で
占
め
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
で
貴
重
で
あ
る
（
105
）
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
市
場
に
お
い
て
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
産
ト
ン
ベ
キ
の
シ
ェ
ア
は
、
カ
ー
シ
ャ
ー
ン
、
シ
ー
ラ
ー

ズ
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
産
の
そ
れ
を
断
然
、
引
き
離
し
、
圧
倒
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
質
に
お
い
て
シ
ー
ラ
ー
ズ
の
ト
ン
ベ
キ
に
劣

る
と
は
い
え
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
そ
れ
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
市

場
で
占
め
る
割
合
は
、
等
級
の
一
等
、
二
等
を
合
わ
せ
る
と
実
に

付表Ⅲ

割合

12％
50

2
12

1
2

1
2

15

（100）

キロあたり

28（27）
26（25）

26（25）
24（23）

38（37）
28（23）

24（23）
22（21）
20（20）

25.17

イスファハーン 一等
二等

カーシャーン 一等
二等

シーラーズ 一等
二等

ヒジャーズ 一等
二等
三等

合 計

平 均

史
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六
二
％
に
も
上
る
。
こ
れ
は
、
ト
ン
ベ
キ
と
い
う
商
品
を
め
ぐ
っ

て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
市
場
、
と
く
に
そ
の
最

大
の
消
費
市
場
で
あ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
が
き
わ
め
て
緊
密
な
交
易

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い

え
、
こ
の
こ
と
は
以
下
に
お
い
て
述
べ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
お

い
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
お
よ
び
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
両
都
市
を
相
互

に
連
動
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

２
）
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動

す
で
に
引
用
し
た
四
月
一
二
日
付
け
の
『
ア
フ
タ
ル
』
紙
に
よ

る
と
、
卸
売
り
商
人
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
ト
ン
ベ
キ
の
専
売

会
社
に
対
す
る
売
却
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
、
そ
の
大
半
は
会
社
の

所
有
に
帰
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
か
ぎ
り
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る

ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
専
売
制
度
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
よ
う

に
み
え
る
。
し
か
し
、
二
週
間
後
の
四
月
二
六
日
付
け
の
同
じ

『
ア
フ
タ
ル
』
紙
は
、
四
月
一
二
日
付
け
の
報
道
と
は
違
っ
て
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
で
ト
ン
ベ
キ
の
卸
売
り
、
小
売
に
従
事
す
る
イ
ラ
ン

商
人
た
ち
が
店
を
閉
め
、
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
の
中
庭
に
あ
る
モ

ス
ク
に
集
ま
っ
て
そ
こ
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
輸
入
専
売
制
に

反
対
し
て
抗
議
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
と
報
じ
る
（
106
）
。

こ
の
動
き
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
四
月
二
六
日
付
け
の

『
ア
フ
タ
ル
』
紙
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
総
理
府
文

書
局
所
蔵
史
料
に
よ
る
と
、
ま
だ
専
売
会
社
が
正
式
に
営
業
を
開

始
し
て
い
な
い
四
月
初
頭
か
ら
す
で
に
そ
れ
は
始
ま
っ
て
い
た
と

み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
店
を
閉
め
て
抗
議
す
る
、
い
わ
ゆ
る
バ

ス
ト
（bast

）
の
か
た
ち
を
と
っ
て
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
専
売
利
権

の
廃
棄
を
求
め
た
と
い
う
点
で
こ
の
抗
議
運
動
は
、
す
で
に
述
べ

た
一
月
初
旬
の
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
お
け
る
抗
議
集
会
に
く
ら

べ
る
と
継
続
的
、
か
つ
組
織
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
バ
ス
ト
と
い
う

よ
り
先
鋭
的
な
抵
抗
の
か
た
ち
を
と
っ
た
と
い
う
意
味
で
ボ
イ
コ

ッ
ト
運
動
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、『
ア
フ
タ
ル
』
紙
の
報
道

に
よ
っ
て
さ
ら
に
抗
議
行
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
恐
れ
た
オ

ス
マ
ン
帝
国
は
、『
ア
フ
タ
ル
』
紙
に
一
五
日
間
の
停
刊
を
命
じ
、

抗
議
運
動
の
鎮
静
化
を
は
か
っ
て
い
こ
う
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
の
強
硬
措
置

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ラ
ン
の
商
人
た
ち
は
、
そ
の
後
約
三
ヶ
月

半
以
上
に
わ
た
っ
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
い
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
間
の
動
き
を
ペ
ル

シ
ア
語
史
料
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
。『
ア
フ
タ
ル
』
紙
が
停
刊
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
れ
が
復
刊
さ

れ
る
五
月
二
五
日
ま
で
約
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
報
道
を
欠
く
か
ら

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

六
五
（
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で
あ
る
（
107
）
。

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
総
理
府
文
書
局
所
蔵
の
オ
ス
マ
ン
語

史
料
の
な
か
に
『
ア
フ
タ
ル
』
紙
停
刊
中
の
五
月
に
起
き
た
ボ
イ

コ
ッ
ト
運
動
に
関
し
て
四
件
の
文
書
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
以
下
に
お
い
て
は
こ
れ
を
紹
介
し
な
が
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に

お
い
て
イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
商
人
た
ち
が
起
こ
し
た
抗
議
運
動
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
の
史
料
は
、
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局
の
書
記
官

テ
ヴ
フ
ィ
ー
ク
の
署
名
が
あ
る
一
八
九
二
年
五
月
七
日
付
け
の
公

安
警
察
に
宛
て
た
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
勅
令
（
イ
ラ
ー

デ
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
お
け
る
イ
ラ
ン

商
人
た
ち
の
抗
議
集
会
の
動
き
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
反
対
す
る
イ
ラ
ン
の
大
ア
ー
ホ
ン
ド

の
一
人
で
、
テ
ィ
フ
リ
ス
に
住
ん
で
い
る
者
が
い
た
。
ラ
マ

ザ
ー
ン
月
の
は
じ
め
に
怪
し
か
ら
ん
こ
と
を
煽
ろ
う
と
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
に
や
っ
て
来
た
。
現
在
、
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
の

中
に
あ
る
タ
ブ
リ
ー
ズ
出
身
の
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
モ
ハ
ン
マ

ド
・
タ
キ
ー
の
部
屋
に
身
を
寄
せ
る
イ
ラ
ン
出
身
の
ウ
ラ
マ

ー
�
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー

と
い
う
名
の
者
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
、
今
回
、
ト
ン
ベ
キ

専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
を
機
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
い
る

イ
ラ
ン
の
無
知
蒙
昧
の
輩
を
専
売
会
社
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
政

府
に
反
対
し
て
け
し
か
け
よ
う
と
不
穏
な
行
為
を
は
じ
め
、

実
際
、
人
び
と
を
煽
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
夜
、
十
二
イ
マ

ー
ム
・
シ
ー
ア
派
に
も
と
づ
い
て
人
び
と
に
誓
い
を
立
て
さ

せ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
専
売
会
社
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
に

対
し
て
暴
動
を
起
こ
す
べ
く
、
数
百
人
以
上
の
イ
ラ
ン
人
に

悲
歌
の
朗
吟
を
お
こ
な
わ
せ
、
説
教
、
説
諭
を
お
こ
な
う
と

い
う
口
実
の
も
と
に
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
の
な
か
に
あ
る
モ

ス
ク
（
ジ
ャ
ー
ミ
ー
）
に
集
め
て
聞
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
こ
う
し
た
状
態
が
両
国
家
の
あ
い
だ
に
あ
る
良
好

な
関
係
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
方
策

を
さ
ぐ
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
公
安
警
察
に
素
早
く
命
令

を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
イ
ラ
ー
デ
が
出

さ
れ
た
（
108
）
。

こ
の
史
料
か
ら
帝
政
ロ
シ
ア
領
ザ
カ
フ
カ
ス
地
方
の
首
邑
テ
ィ

フ
リ
ス
に
住
み
、
そ
の
イ
ラ
ン
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
強
い

影
響
力
を
も
つ
ウ
ラ
マ
ー
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
や
っ
て
来
て
ヴ

ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
あ
る
タ
ブ
リ
ー
ズ
出
身
の
商
人
の
部
屋
に
身

を
寄
せ
て
モ
ス
ク
で
説
教
を
行
い
、
商
人
た
ち
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

六
六
（
四
二
〇
）



動
に
駆
り
た
て
よ
う
と
す
る
動
き
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ラ

ン
産
の
ト
ン
ベ
キ
は
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
�
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
・
ル
ー
ト
の

み
な
ら
ず
ザ
カ
フ
カ
ス
・
ル
ー
ト
を
通
じ
て
も
オ
ス
マ
ン
帝
国
領

内
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ト

ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
輸
入
利
権
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の

ル
ー
ト
で
ト
ン
ベ
キ
貿
易
に
携
わ
っ
て
い
た
商
人
は
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
領
内
に
そ
れ
を
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
テ
ィ

フ
リ
ス
に
住
む
ウ
ラ
マ
ー
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ト
ン
ベ
キ
の
流
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
断
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
商
人
た
ち
の
不
満
を
代

弁
し
て
テ
ィ
フ
リ
ス
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
乗
り
込
み
、
ヴ
ァ
ー

リ
デ
・
ハ
ン
に
お
い
て
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
輸
入
独
占
が
不
当

で
あ
る
と
い
う
説
教
を
行
い
な
が
ら
商
人
た
ち
を
反
対
運
動
へ
と

駆
り
た
て
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
史
料
は
、
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局
長
ソ
ラ
イ

ヤ
ー
の
署
名
が
あ
る
五
月
一
〇
日
付
け
の
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二

世
の
勅
令
に
も
と
づ
く
通
達
書
（
マ
ズ
バ
タ
）
を
含
む
い
く
つ
か

の
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
設
立
に
よ
っ
て

仕
事
を
奪
わ
れ
た
イ
ラ
ン
商
人
が
そ
の
窮
状
を
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ

ト
二
世
に
訴
え
る
電
報
・
請
願
書
を
含
み
、
こ
れ
か
ら
バ
ス
ト
と

い
う
実
力
行
使
に
訴
え
て
イ
ラ
ン
商
人
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
起

こ
し
て
い
た
状
況
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
報
と
請
願
書

の
差
出
人
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
在
住
す
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
フ

マ
ー
ン
、
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
セ
イ
イ
ェ
ド
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
サ
ン
、

ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
ホ
セ
イ
ン
と
い
う
名
の
四
人
の
商
人
で
あ
る
。
電

報
の
発
信
地
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ア
ジ
ア
側
に
あ
る
カ
ル
タ
ル
で

あ
る
（
109
）
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
つ
く
ら
れ
る
以
前
に

お
い
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
は
、
妻
子
も
含
め
る
と
二
〇
、
〇
〇
〇

人
を
越
え
る
イ
ラ
ン
商
人
た
ち
が
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
貿
易
、
小
売

り
に
携
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
四
月
四
日
に
ト
ン
ベ
キ
専
売
会

社
が
営
業
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
同
じ
仕
事
を
続
け
た
い

と
思
う
者
は
、
新
た
に
専
売
会
社
と
契
約
を
結
ん
で
会
社
の
傘
下

に
入
り
、
商
売
を
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。『
ア
フ
タ

ル
』
紙
は
、
こ
う
し
た
商
人
の
例
と
し
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の

都
市
サ
ル
マ
ー
ス
出
身
の
ハ
ビ
ー
ブ
と
い
う
商
人
の
名
を
挙
げ
て

い
る
。
彼
は
専
売
会
社
の
下
で
年
間
一
〇
〇
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

上
る
ト
ン
ベ
キ
を
イ
ラ
ン
か
ら
輸
入
し
、
そ
れ
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

と
そ
の
近
郊
で
売
り
捌
い
て
い
た
と
い
う
。
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
総
量
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
平
均
し
て
年
間
四
〇
〇
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
で
前
後
し
て
い

た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
、
ハ
ビ
ー
ブ
と
い
う
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
在
住
の
イ
ラ
ン
商
人
は
、
専
売
会
社
の
傘
の
下
に
あ
る
と
は

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

六
七
（
四
二
一
）



い
え
、
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の

う
ち
の
約
四
分
の
一
を
取
り
扱
う
大
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
（
110
）。し

か
し
、
こ
の
ハ
ビ
ー
ブ
と
い
う
名
の
大
商
人
も
ウ
ラ
マ
ー
か

ら
轟
々
た
る
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
、
つ
い
に
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社

と
の
契
約
を
破
棄
し
て
輸
入
貿
易
か
ら
手
を
引
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
最
初
か
ら
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
傘
の
下

に
入
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
結
果
と
し
て
ト
ン
ベ
キ
の
売
買
、

取
引
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仕
事
を
失
う
イ
ラ
ン
商
人
の
数
も

激
増
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
窮
状
を
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト

二
世
に
上
訴
し
た
の
が
、
五
月
一
〇
日
付
け
で
発
信
さ
れ
た
四
人

の
イ
ラ
ン
商
人
の
連
名
に
よ
る
電
報
・
請
願
書
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
イ
ラ
ン
商
人
た
ち
は
ト
ン

ベ
キ
専
売
会
社
の
輸
入
独
占
に
抗
議
し
て
五
月
一
〇
日
か
ら
溯
る

こ
と
四
〇
日
前
、
す
な
わ
ち
四
月
初
頭
か
ら
店
を
閉
め
、
バ
ス
ト

を
続
け
て
い
た
。
す
で
に
紹
介
し
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
発
刊
さ
れ

て
い
た
オ
ス
マ
ン
語
の
新
聞
『
サ
バ
フ
』
紙
や
四
月
一
二
日
付
け

の
『
ア
フ
タ
ル
』
紙
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
営
業
を
開
始
す

る
四
月
四
日
ま
で
に
卸
売
り
商
人
た
ち
の
も
と
に
あ
っ
た
ト
ン
ベ

キ
の
大
半
の
買
い
取
り
を
済
ま
せ
、
輸
入
専
売
制
を
順
調
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
い
て
専
売
会
社
が
営
業
を
開
始
す
る
以

前
の
四
月
初
頭
か
ら
イ
ラ
ン
の
商
人
た
ち
に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

動
は
バ
ス
ト
の
か
た
ち
を
と
っ
て
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
111
）
。

第
三
の
史
料
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
輸
入
独
占
を
不
当
と

す
る
帝
政
ロ
シ
ア
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
抗
議
に
つ
い
て
伝

え
る
五
月
二
六
日
付
け
の
総
理
府
文
書
局
所
蔵
史
料
で
あ
る
。
ザ

カ
フ
カ
ス
・
ル
ー
ト
を
通
じ
て
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
向

け
て
輸
出
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
中
継
貿
易
で
利
を
得
て
い
た
帝
政

ロ
シ
ア
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
設
立
に
よ
っ
て
そ
の
交
易
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
お
い
て
失
わ
れ
る

こ
と
に
強
い
危
機
感
を
も
っ
た
。
こ
の
た
め
、
帝
政
ロ
シ
ア
は
、

キ
ュ
チ
ュ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ャ
条
約
以
来
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
結

ん
だ
通
商
条
約
に
は
両
国
間
の
ト
ン
ベ
キ
を
含
む
タ
バ
コ
の
輸

出
・
輸
入
に
か
ん
し
て
と
く
に
禁
止
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
輸
入
独
占

に
か
ん
す
る
協
定
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
お
よ
び
そ
の
臣
民
に
は
適
用

さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
ザ
カ
フ
カ
ス
等
の
帝
政
ロ
シ
ア
領
内
か

ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
ト
ン
ベ
キ
を
自
由
に
輸
出
で
き
る
と
主
張
し

た
。
こ
の
よ
う
な
帝
政
ロ
シ
ア
の
異
議
申
し
立
て
に
力
を
得
て
、

イ
ラ
ン
商
人
、
と
く
に
帝
政
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
テ
ジ
ェ
を
受
け
て
い

る
商
人
は
、
ザ
カ
フ
カ
ス
・
ル
ー
ト
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
向
け

史
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て
ト
ン
ベ
キ
の
輸
出
を
続
け
た
の
み
な
ら
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
領

内
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
も
そ
の
輸
入
を
続
け
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会

社
の
輸
入
独
占
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
風
穴
を
開
け
て
い
こ
う

と
し
た
の
で
あ
る
（
112
）
。

五
月
二
六
日
付
け
の
史
料
に
は
専
売
会
社
が
営
業
を
開
始
し
た

後
も
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
い
て
手
元
に
あ
る
ト
ン
ベ
キ
を
専
売
会

社
に
売
却
す
る
こ
と
を
拒
み
、
以
前
と
同
様
、
商
売
を
続
け
る
二

人
の
イ
ラ
ン
商
人
を
自
国
の
プ
ロ
テ
ジ
ェ
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
帝
政
ロ
シ
ア
が
庇
護
し
、
専
売
会
社
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

警
告
を
無
視
し
て
ト
ン
ベ
キ
の
売
買
を
続
け
さ
せ
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ト
ン
ベ
キ
の
専
売
協
定
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
イ

ラ
ン
と
の
二
国
間
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
帝
政

ロ
シ
ア
は
こ
れ
に
縛
ら
れ
な
い
。
ザ
カ
フ
カ
ス
・
ル
ー
ト
を
中
継

地
と
し
て
帝
政
ロ
シ
ア
臣
民
な
い
し
は
そ
の
プ
ロ
テ
ジ
ェ
を
受
け

て
い
る
イ
ラ
ン
商
人
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
持
ち
込
む
ト
ン
ベ

キ
は
、
専
売
会
社
の
輸
入
専
売
の
埒
外
に
あ
り
、
自
由
に
オ
ス
マ

ン
帝
国
領
内
に
輸
入
で
き
る
と
い
う
の
が
帝
政
ロ
シ
ア
の
主
張
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
イ
ラ
ン
産
の
ト
ン
ベ
キ
は

帝
政
ロ
シ
ア
領
内
か
ら
中
継
貿
易
の
か
た
ち
で
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
で
も
原
則
、
輸
入
は
禁
止
す
る
と
い
う
方
針
で
帝
政
ロ
シ
ア
と

交
渉
し
、
合
意
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
帝
政
ロ
シ

ア
が
最
後
ま
で
輸
入
に
固
執
す
る
場
合
は
、
高
関
税
を
課
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
輸
入
を
で
き
る
か
ぎ
り
抑
え
て
い
く
と
い
う
別
の
策

も
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
用
意
し
て
い
た
。
従
来
の
通
商
条
約
で
は
ザ

カ
フ
カ
ス
等
の
帝
政
ロ
シ
ア
領
内
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
入
っ
て

く
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
は
八
％
の
輸
入
関
税
だ
け
し
か
課
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
専
売
会
社
の
発
足
後
は
、
帝
政
ロ
シ

ア
領
内
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
ト
ン
ベ
キ
に
対
し
て
は
新
た
に
一
〇

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
二
四
・
五
ク
ル
シ
ュ
、
税
率
に
し
て
七

五
％
に
も
達
す
る
高
い
関
税
を
課
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
可
能
な
限

り
、
輸
入
を
抑
え
て
い
く
と
い
う
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
考
え
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
（
113
）
。

し
か
し
、
こ
の
交
渉
は
結
局
、
決
着
が
つ
か
ず
、
七
月
に
な
っ

て
も
な
お
帝
政
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
テ
ジ
ェ
を
受
け
て
い
る
イ
ラ
ン
商

人
の
な
か
に
は
専
売
会
社
を
無
視
し
て
ト
ン
ベ
キ
を
オ
ス
マ
ン
帝

国
領
内
に
輸
入
し
、
そ
れ
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
の
イ
ラ
ン
商
人

に
卸
し
続
け
る
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
こ
れ
に
業
を
煮
や
し
た

専
売
会
社
は
、
強
権
を
発
動
し
て
不
法
に
輸
入
、
売
買
さ
れ
る
ト

ン
ベ
キ
を
押
収
し
よ
う
と
し
た
。
七
月
二
一
日
付
け
の
ユ
ル
ド
ゥ

ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局
長
ソ
ラ
イ
ヤ
ー
の
署
名
が
あ
る
ア
ブ
デ
ュ

ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
勅
令
の
な
か
に
見
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
言
及
は

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

六
九
（
四
二
三
）



そ
の
例
で
あ
る
。

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
反
対
し
て
公
然
と
ト
ン
ベ
キ
を
売
る

帝
政
ロ
シ
ア
臣
民
の
ア
リ
ー
・
ア
ク
バ
ル
か
ら
イ
ラ
ン
人
ハ

リ
ー
ル
が
昨
日
買
っ
た
ト
ン
ベ
キ
を
専
売
会
社
の
職
員
が
押

収
し
、
そ
れ
を
戻
そ
う
と
し
な
い
こ
と
に
抗
議
し
て
多
く
の

人
た
ち
が
集
ま
る
の
が
見
ら
れ
た
が
、
群
衆
は
追
い
払
わ
れ

た
。
し
か
し
、
帝
政
ロ
シ
ア
臣
民
た
ち
は
以
上
の
よ
う
に

堂
々
と
ト
ン
ベ
キ
を
売
り
つ
づ
け
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
る
（
114
）
。

以
上
四
つ
の
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
輸

入
独
占
に
抗
議
す
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ラ
ン
商
人
の
ボ

イ
コ
ッ
ト
運
動
は
、
四
月
初
頭
か
ら
七
月
中
旬
頃
ま
で
三
ヶ
月
半

以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

イ
ラ
ン
に
お
け
る
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の
時
と
は
違
っ
て
、

利
権
廃
棄
と
い
う
確
た
る
成
果
を
得
る
こ
と
も
な
く
、
終
息
に
向

か
っ
て
い
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
鈴
木
均
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
輸
入
専
売
利
権
に
対

し
て
強
い
調
子
で
反
対
の
論
陣
を
張
っ
て
き
た
『
ア
フ
タ
ル
』
紙

の
変
節
と
も
い
え
る
論
調
の
変
化
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
次

の
六
月
二
一
日
付
け
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。

悲
し
む
べ
き
こ
と
は
、
イ
ロ
ハ
の
区
別
も
つ
か
な
い
何
人
か

の
粗
野
な
人
々
が
、
彼
ら
の
根
も
葉
も
な
い
言
葉
に
だ
ま
さ

れ
て
三
ヶ
月
間
も
自
ら
の
店
を
閉
め
、
彼
ら
の
家
屋
を
彼
ら

自
身
の
手
で
破
壊
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理
性
的
な
国

民
は
彼
ら
に
忠
告
し
て
欲
し
い
。
す
な
わ
ち
「
同
じ
都
に
住

む
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
扇
動
的
な
人
士
の
ご
ま
か
し
を
真

に
受
け
て
、
自
ら
に
対
し
て
無
駄
な
こ
と
を
な
さ
る
な
」
と
。

こ
の
こ
と
は
国
家
の
正
式
な
事
業
な
の
で
あ
り
、
店
を
閉
め

た
り
隅
の
方
に
坐
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
ど
う
に
も
な
る
も
の

で
は
な
い
（
115
）
。

こ
れ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
イ
ラ
ン

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
続
け
る
こ
と
に

疑
問
を
呈
す
る
動
き
が
出
は
じ
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
起
こ
さ
れ
て
か
ら
三
ヶ
月
も
経
つ
と
、
専
売

会
社
に
対
し
て
い
た
ず
ら
に
異
議
申
し
立
て
す
る
の
は
、
イ
ラ
ン

の
商
人
に
と
っ
て
必
ず
し
も
得
策
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ト
ン
ベ
キ

の
卸
売
り
、
小
売
り
に
従
事
す
る
商
人
は
、
専
売
会
社
の
独
占
的

な
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
入
り
こ
み
、
そ
の
な
か
で
生
き
て

史
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い
く
途
を
探
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
も
出
て
き
て
い
た
。
こ
う

し
た
変
化
が
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
は
、
次
第
に
勢
い
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

抗
議
の
動
き
が
い
つ
終
息
し
た
の
か
、
そ
の
時
期
を
明
言
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
一
八
九
二
年
九
月
二
六
日
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル

朝
政
府
が
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
独
占
問
題
を
め
ぐ
っ
て
オ
ス
マ
ン
帝

国
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
抗
議
を
取
り
下
げ
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
輸

出
を
認
可
す
る
協
定
を
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
と
結
ん
だ
頃
に
は
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
、
ほ
ぼ
沈
静
化
し
て

い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
協
定
は
、
専
売
会
社
が
利
権
料
を
一
八
九
二
年
四
月
四
日

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
二
五
年
間
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
に
支
払
う
こ

と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
専
売
会
社
が
こ
の

協
定
に
よ
っ
て
ト
ン
ベ
キ
を
イ
ラ
ン
か
ら
輸
出
す
る
独
占
権
を
カ

ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
も
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
協
定
の
第
一
条
に
は

「
会
社
（Société

du
T

om
bac

）
は
ト
ン
ベ
キ
を
イ
ラ
ン
で
買
う

た
め
に
、
同
じ
価
格
で
あ
っ
て
も
ま
ず
イ
ラ
ン
の
商
人
を
優
先
さ

せ
る
。
会
社
の
買
い
入
れ
は
、
イ
ラ
ン
の
ム
ス
リ
ム
国
民
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
会
社
は
自
身
の
安
全
の
た
め
に
、
こ
の

仕
事
を
調
査
す
べ
く
会
社
の
方
か
ら
よ
い
と
思
わ
れ
る
人
物
を
自

由
に
決
め
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
専
売

会
社
は
イ
ラ
ン
に
お
い
て
ト
ン
ベ
キ
を
買
い
付
け
、
オ
ス
マ
ン
帝

国
に
輸
出
す
る
際
に
は
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
国
籍
を
有
す
る
、
し

か
る
べ
き
ム
ス
リ
ム
商
人
を
会
社
の
代
理
人
に
立
て
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
枷
が
は
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
116
）
。

イ
ラ
ン
か
ら
の
ト
ン
ベ
キ
の
輸
出
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
輸

入
と
違
っ
て
専
売
会
社
の
独
占
的
な
権
利
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
専
売
会
社
は
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
か
ら
ト
ン

ベ
キ
を
輸
出
す
る
権
利
を
晴
れ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
へ
の
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
を
容
易
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

６
�
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
お
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の

余
燼

１
）
商
人
に
よ
る
輸
出
会
社
の
設
立

カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会

社
と
の
間
で
輸
出
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
に
お
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
、
九
月
下
旬
に
は
沈
静
化
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
か
た
ち
で
、
新
た
に
イ
ラ
ン
に
お

け
る
ト
ン
ベ
キ
の
最
大
の
産
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

の
市
場
に
供
給
す
る
流
通
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

七
一
（
四
二
五
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で
別
な
動
き
が
出
て
く
る
。

協
定
が
発
効
す
る
と
、
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
は
、
イ
ラ
ン

か
ら
輸
入
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
お
け
る
流

通
を
独
占
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
直
接
、
イ
ラ
ン
に
進
出
し

て
現
地
の
代
理
人
を
使
い
な
が
ら
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
を
行
い
、

イ
ラ
ン
国
内
で
の
ト
ン
ベ
キ
の
流
通
に
お
い
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン

の
商
人
と
激
し
く
競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を

抱
く
地
元
の
商
人
は
、
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
、
輸
出
を
行
う
会

社
を
共
同
で
立
ち
上
げ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売

会
社
に
対
抗
し
て
い
こ
う
と
し
た
。
会
社
設
立
の
目
的
は
、
イ
ラ

ン
国
内
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

輸
入
専
売
会
社
を
で
き
る
か
ぎ
り
排
除
し
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
れ
を
通
じ
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人
は
、
イ
ラ
ン
国
内
に
お

け
る
流
通
を
自
分
た
ち
の
手
に
取
り
戻
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト

ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
抵
抗
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
は
、
ト
ン
ベ
キ
を
栽

培
す
る
農
民
の
地
元
の
商
人
に
対
す
る
不
満
で
あ
っ
た
。
一
八
九

二
年
九
月
一
五
日
付
け
の
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
駐
在
の
イ
ギ
リ
ス
領

事
プ
リ
ー
スJ.R

.Preece

の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
ト
ン

ベ
キ
の
作
柄
は
、
平
年
の
二
倍
に
も
上
り
、
豊
作
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
ト
ン
ベ
キ
を
農
民
が
売
却
す
る
段
に
な
る
と
、
商
人
た
ち

は
そ
の
買
い
取
り
を
渋
り
、
ま
た
、
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
た
農

民
に
対
し
て
な
さ
れ
る
前
貸
し
金
の
貸
与
を
商
人
は
拒
ん
だ
。
こ

れ
に
困
っ
た
農
民
は
、
事
態
の
改
善
を
求
め
て
町
の
中
心
に
あ
る

「
王
の
広
場
」
に
面
し
て
建
つ
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
最
大
の
モ
ス

ク
�
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
シ
ャ
ー
に
集
ま
り
、
窮
状
を
町
の
有
力
な
ウ

ラ
マ
ー
で
あ
る
ア
ー
ガ
ー
・
ナ
ジ
ャ
フ
ィ
ー
と
そ
の
弟
の
シ
ェ
イ

フ
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
に
訴
え
出
た
（
117
）
。

こ
の
直
訴
は
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
外
交
文
書
に
よ
る
と
、
上

記
二
人
の
ウ
ラ
マ
ー
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
、
イ
ス
フ
ァ
ハ

ー
ン
州
の
知
事
を
務
め
て
い
た
ゼ
ッ
ロ
ル
・
ソ
ル
タ
ー
ン
に
対
し

て
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
訴
え
の
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
商
人
の
対

応
に
つ
い
て
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ト
ン
ベ
キ
を
栽
培
す
る
農
民
が
、
ゼ
ッ
ロ
ル
・
ソ
ル
タ
ー
ン

猊
下
に
「
私
ど
も
が
所
有
す
ト
ン
ベ
キ
の
量
は
す
べ
て
合
わ

せ
る
と
山
の
よ
う
に
だ
ぶ
つ
い
て
い
ま
す
。
買
い
手
も
つ
か

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

税
を
国
庫
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
訴
え
出
た
。

猊
下
は
商
人
た
ち
を
呼
び
出
し
、
ト
ン
ベ
キ
を
農
民
か
ら
買

い
上
げ
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
商
人
は
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お

史
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い
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
産
の
ト
ン
ベ
キ
の
卸
売
り
を
独
占
し

て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
が
タ
ブ
リ
ー
ズ
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、

ブ
ー
シ
ェ
ル
、
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
に
送
っ
た
ト
ン
ベ
キ
は
残
っ
た

ま
ま
で
、
在
庫
品
を
買
お
う
と
す
る
者
は
誰
も
お
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
、
ト
ン
ベ
キ
を
買
う
と
、
商
人
た
ち
は
皆
、
損
失

を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
と
言
上
し
た
（
118
）
。

こ
れ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
初
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人

は
前
年
度
に
収
穫
さ
れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
出
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
分
が
い
ま
だ
売
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

農
民
か
ら
ト
ン
ベ
キ
を
買
い
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

二
人
の
ウ
ラ
マ
ー
と
州
知
事
ゼ
ッ
ロ
ル
・
ソ
ル
タ
ー
ン
の
説
得
に

よ
っ
て
商
人
た
ち
は
次
第
に
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
最
終
的
に
今
後

二
年
間
ト
ン
ベ
キ
を
農
民
が
栽
培
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
条
件
に

前
年
度
の
買
い
取
り
価
格
で
あ
る
一
マ
ン
あ
た
り
六
〇
シ
ャ
ー
ヒ

ー
の
約
四
割
に
相
当
す
る
二
五
シ
ャ
ー
ヒ
ー
で
一
八
九
二
年
に
栽

培
さ
れ
た
ト
ン
ベ
キ
を
商
人
が
買
い
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
119
）
。

し
か
し
、
こ
の
件
は
こ
れ
で
落
着
せ
ず
、
商
人
た
ち
は
損
失
を

で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
利
益
を
上
げ
る
た
め
に

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
地
方
で
栽
培
さ
れ
、
買
い
付
け
た
ト
ン
ベ
キ
を

自
ら
の
手
で
輸
出
先
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
国
境
ま
で
独
占
的

に
搬
送
し
、
流
通
さ
せ
る
た
め
の
会
社
を
共
同
で
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
に
向
っ
て
い
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
い
て
ト
ン
ベ
キ
輸

入
専
売
会
社
が
営
業
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
イ
ラ
ン

の
商
人
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
で
の
ト
ン
ベ
キ
の
売
買
か
ら
締
め

出
さ
れ
た
結
果
、
輸
出
用
に
す
で
に
買
い
付
け
て
い
た
ト
ン
ベ
キ

の
多
く
が
滞
貨
の
状
態
で
売
れ
残
り
、
前
述
の
よ
う
に
農
民
か
ら

ト
ン
ベ
キ
を
買
い
取
る
こ
と
を
拒
否
す
る
と
い
う
事
態
も
生
れ
て

い
た
。
こ
れ
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
せ
め
て
イ
ラ
ン
国
内

に
お
い
て
ト
ン
ベ
キ
の
流
通
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸

入
専
売
会
社
を
排
除
し
、
地
元
の
商
人
の
手
に
ト
ン
ベ
キ
売
買
の

主
導
権
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
と
商
人
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
思
い
か
ら
ト
ン
ベ
キ
を
農
民
か
ら
独
占
的
に
買
い
上

げ
、
そ
れ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
売
り

渡
す
、
輸
出
の
窓
口
と
な
る
会
社
が
一
年
以
上
の
準
備
期
間
を
経

て
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
新
た
に
設
立
さ
れ
る
会
社
が

め
ざ
し
た
の
は
、
栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
ト
ン
ベ
キ
を
農
民
が
こ
の

会
社
以
外
に
売
ら
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
輸

入
専
売
会
社
の
職
員
が
ト
ン
ベ
キ
買
い
付
け
の
た
め
に
イ
ラ
ン
に

や
っ
て
来
て
も
こ
の
会
社
を
通
じ
て
し
か
買
え
な
い
よ
う
に
し
て

実
質
的
に
ト
ン
ベ
キ
の
国
内
で
の
流
通
を
イ
ラ
ン
の
商
人
が
独
占

し
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
。

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）
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こ
の
会
社
は
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
外
交
文
書
に
よ
る
と
、
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
一
三
一
一
年
ラ
ジ
ャ
ブ
月
、
す
な
わ
ち
一
八
九
四
年
一

月
八
日
か
ら
二
月
六
日
の
間
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
に
は
当

時
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人
の
な
か
で
マ
レ
コ
ル
・
ト
ッ
ジ
ャ

ー
ル
（「
商
人
の
長
」
の
意
）
の
地
位
に
あ
っ
た
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・

ア
ガ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
出
資
者
（
シ
ャ
リ

ー
ク
）
の
な
か
に
は
商
人
だ
け
で
な
く
、
ウ
ラ
マ
ー
の
ア
ー
ガ

ー
・
ナ
ジ
ャ
フ
ィ
ー
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
州
知
事
の
ゼ
ッ
ロ
ル
・

ソ
ル
タ
ー
ン
等
の
有
力
者
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
、
新

た
に
つ
く
ら
れ
た
会
社
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
と
い
う
地
域
社
会
の

総
意
を
挙
げ
て
つ
く
ら
れ
た
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
120
）
。

こ
の
会
社
は
、
イ
ラ
ン
国
内
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
、

輸
出
の
独
占
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
法
的
に
は
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝

か
ら
利
権
の
か
た
ち
で
独
占
権
を
得
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
原
則

は
イ
ラ
ン
に
進
出
し
て
商
業
活
動
を
行
う
他
の
外
国
系
の
会
社
、

商
会
、
す
な
わ
ち
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
、

イ
ギ
リ
ス
の
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
商
会
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ホ
ッ
ツ
商
会
な

ど
と
ま
っ
た
く
同
じ
条
件
の
下
で
ト
ン
ベ
キ
の
売
買
、
取
引
を
す

る
会
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
会
社
は
、
農
民
か
ら
買
い

上
げ
た
ト
ン
ベ
キ
を
商
人
た
ち
が
国
外
に
向
け
て
搬
出
す
る
場
合
、

そ
れ
を
行
う
商
人
に
対
し
て
会
社
の
経
営
責
任
者
で
あ
る
マ
レ
コ

ル
・
ト
ッ
ジ
ャ
ー
ル
に
必
ず
申
告
す
る
よ
う
義
務
づ
け
、
こ
れ
を

通
じ
て
輸
出
の
窓
口
を
会
社
に
一
本
化
し
、
実
質
的
に
ト
ン
ベ
キ

流
通
の
独
占
を
は
か
っ
て
い
こ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ス

フ
ァ
ハ
ー
ン
州
知
事
の
ゼ
ッ
ロ
ル
・
ソ
ル
タ
ー
ン
か
ら
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
の
税
関
長
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ナ
ス
ロ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ー
ン
に
宛

て
た
次
の
通
達
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
か
ら
運
ば
れ
る
ト
ン
ベ
キ
（
タ
ン
バ
ー
ク

ー
）
は
、
会
社
に
通
知
し
て
か
ら
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

会
社
の
経
営
責
任
者
で
あ
る
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
ア
ガ
ー
・
モ
ハ

ン
マ
ド
・
マ
レ
コ
ル
・
ト
ッ
ジ
ャ
ー
ル
に
ト
ン
ベ
キ
が
イ
ス

フ
ァ
ハ
ー
ン
か
ら
運
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
言

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
ー

ッ
ジ
ー
・
マ
レ
ク
に
通
知
せ
ず
に
決
し
て
運
ん
で
は
な
ら
な

い
（
121
）。

ま
た
、
商
人
だ
け
で
な
く
農
民
に
対
し
て
も
会
社
は
、
許
可
な

く
ト
ン
ベ
キ
を
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
さ
ら
に

収
穫
し
た
ト
ン
ベ
キ
を
会
社
以
外
の
と
こ
ろ
に
勝
手
に
売
る
こ
と

も
禁
じ
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
の
生
産
と
流
通

の
独
占
を
は
か
っ
て
い
こ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
岡
崎
正
孝
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が
紹
介
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
外
務
省
文
書
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
八
九
四
年
一
月
一
三
日
に
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
州
知
事
の
ゼ
ッ
ロ
ル
・
ソ
ル
タ
ー
ン
と
市
長
の
ロ
ク
ノ

ル
・
モ
ル
ク
は
、
連
名
で
マ
ー
ル
ビ
ー
ン
地
区
の
キ
ャ
ラ
ン
村
で

キ
ャ
ド
ホ
ダ
ー
（
村
長
）
を
務
め
て
い
た
ハ
ー
ジ
ー
・
モ
ハ
ン
マ

ド
・
サ
ー
デ
ク
な
る
人
物
に
ト
ン
ベ
キ
を
会
社
以
外
の
者
に
売
ら

な
い
こ
と
、
ま
た
会
社
の
許
可
な
く
栽
培
し
な
い
よ
う
命
じ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
村
長
は
、
知
事
と
市
長
に
宛
て
て
そ
れ
に
従

う
旨
の
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
や
り
方
に
行
政
を

後
ろ
楯
に
し
て
イ
ラ
ン
国
内
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
の
生
産
と
流
通

を
厳
し
い
統
制
下
に
置
こ
う
と
す
る
会
社
の
強
い
決
意
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
（
122
）
。

２
）
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
の
抗
議

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
お
い
て
商
人
、
ウ
ラ
マ
ー
、
州
知
事
等
の

共
同
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
は
、
法
的
に
は
カ
ー
ジ
ャ

ー
ル
朝
政
府
か
ら
独
占
的
な
ト
ン
ベ
キ
の
輸
出
利
権
を
付
与
さ
れ

た
専
売
会
社
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
会
社
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
か
ら
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
や
っ
て
来

る
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
と
そ
の
下
で
働
く
現
地
代
理
人
の
買

い
付
け
、
搬
送
を
で
き
る
だ
け
阻
止
し
て
イ
ラ
ン
国
内
に
お
け
る

ト
ン
ベ
キ
の
流
通
を
独
占
し
て
い
こ
う
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
お
い
て
ト

ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
と
そ
れ
を
持
ち
出
す
こ
と
が
思
う
よ
う
に
で

き
ず
、
多
大
の
損
害
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
不
当
と
す
る

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
は
、
総
支
配
人
ゾ
ゲ

ブ
の
名
で
一
八
九
四
年
九
月
四
日
、
次
の
よ
う
な
抗
議
を
駐
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
・
イ
ラ
ン
大
使
ナ
ー
ゼ
ム
・
オ
ッ
ド
ウ
レ
に
対
し
て
行

い
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
に
対
し
て
善
処
を
申
し
入
れ
た
。
そ

の
内
容
は
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
か
ら
ペ
ル
シ
ア
湾
の
港
を
使
っ
て

バ
グ
ダ
ー
ド
経
由
で
オ
ス
マ
ン
帝
国
各
地
に
送
ら
れ
る
は
ず
に
な

っ
て
い
た
ト
ン
ベ
キ
が
、
港
の
役
人
の
邪
魔
立
て
に
よ
っ
て
到
着

が
遅
延
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

入
手
し
た
知
ら
せ
に
よ
り
ま
す
と
、（
ペ
ル
シ
ア
湾
の
港
で

あ
る
）
バ
ン
ダ
ル
・
レ
ン
ゲ
と
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
か

ら
の
わ
が
社
の
ト
ン
ベ
キ
の
積
み
出
し
が
、
そ
の
地
を
治
め

る
支
配
者
、
役
人
た
ち
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
妨
害
に
よ
っ
て
多

く
の
厄
介
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
先
の
四
月
二
六

日
に
送
り
ま
し
た
通
知
に
よ
り
ま
す
と
、
バ
グ
ダ
ー
ド
ま
で

運
び
、
七
月
二
七
日
以
前
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
到
着
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
全
部
で
二
千
梱
の
ト
ン
ベ
キ
は
、
わ
が

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

七
五
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社
の
職
員
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
引
き
延
ば
し
と
妨
害
に
よ

っ
て
前
述
の
二
つ
の
港
に
お
い
て
時
間
通
り
運
び
出
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
は
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
と
弊
社
が
結
ん

だ
協
定
に
違
反
す
る
以
上
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
詳
し
く
貴
殿
に
申
し
上
げ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
貴
殿
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
状
態
を
一
刻

も
早
く
解
決
す
べ
く
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
に
対
し
て
必
要

な
措
置
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
（
123
）
。

同
様
の
抗
議
は
、
イ
ラ
ン
に
入
り
込
ん
で
地
元
の
商
人
お
よ
び

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
非
ム
ス
リ
ム
商
人
と
競
争
し
な
が
ら
輸
出
入
貿

易
を
行
っ
て
い
た
数
少
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
会
で
あ
っ
た
イ
ギ

リ
ス
の
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
商
会
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ホ
ッ
ツ
商
会
に
よ
っ

て
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
商
社
が
扱
う
商
品
は
、
ト
ン
ベ

キ
だ
け
に
特
化
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
ツ
ィ
ー

グ
ラ
ー
商
会
が
力
を
入
れ
、
主
要
な
輸
出
品
と
し
て
扱
っ
て
い
た

の
は
絨
毯
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人
が
共
同

で
ト
ン
ベ
キ
の
輸
出
会
社
を
立
ち
上
げ
る
と
、
そ
の
搬
出
を
し
ば

し
ば
妨
害
さ
れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
と

同
様
に
イ
ラ
ン
か
ら
商
品
を
国
外
に
持
ち
出
す
の
に
支
障
を
来
す

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
二
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
商
会

は
、
一
八
九
四
年
一
〇
月
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
州
知
事
ゼ
ッ
ロ

ル
・
ソ
ル
タ
ー
ン
に
次
の
よ
う
な
書
状
を
送
り
、
こ
れ
ま
で
通
り

商
品
の
買
い
付
け
と
搬
送
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ

た
。

弊
社
は
、
い
か
な
る
時
も
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
、
そ
の
他
の
地

域
か
ら
あ
ら
ゆ
る
商
品
、
す
な
わ
ち
ア
ヘ
ン
、
ト
ン
ベ
キ
、

絨
毯
、
ト
ラ
ガ
カ
ン
ト
ガ
ム
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
種
、
そ
の
他

の
商
品
を
運
び
出
す
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
は
誰
も
私
ど
も
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
な
く
搬

出
が
で
き
て
お
り
ま
し
た
。
と
く
に
ホ
ッ
ツ
兄
弟
商
会
の
代

理
人
は
、
少
し
前
に
ト
ン
ベ
キ
を
搬
出
い
た
し
ま
し
た
が
、

誰
か
ら
も
阻
止
さ
れ
ず
、
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
商
業

活
動
と
私
ど
も
が
す
べ
て
の
商
品
を
売
買
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
偉
大
に
し
て
栄
光
あ
る
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
州
政
庁

の
ご
支
援
と
お
力
添
え
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
（
124
）
。

こ
の
よ
う
な
抗
議
、
申
し
入
れ
が
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人
が
共
同
で
設
立
し
た
会
社
は
、
あ
く
ま

で
も
ト
ン
ベ
キ
を
独
占
的
に
買
い
付
け
、
会
社
を
唯
一
の
窓
口
に

し
て
輸
出
用
の
ト
ン
ベ
キ
を
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
商
会
、
ホ
ッ
ツ
商
会

史
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の
み
な
ら
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
自

分
た
ち
が
設
定
す
る
価
格
で
独
占
的
に
売
り
渡
す
流
通
体
制
を
つ

く
り
上
げ
て
い
こ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
、
す
で
に
一

八
九
二
年
九
月
二
六
日
に
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
と
の
間
で
結
ば
れ
た
、
イ
ラ
ン
か
ら
オ

ス
マ
ン
帝
国
に
輸
出
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
は
自
由
に
買
い
付
け
、
輸

出
で
き
る
と
い
う
趣
旨
の
協
定
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
会
社
は
詰
問
さ
れ
、
非
難
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
会
社

は
ま
っ
た
く
意
に
介
さ
ず
、
む
し
ろ
自
分
た
ち
の
行
為
を
正
当
化

し
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
「
政
府
の
介
入
も
、
梃
子

入
れ
も
な
い
専
売
で
あ
り
、
国
が
口
を
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。」
と
言
っ
て
憚
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
法
的
に
は
決
し
て
カ

ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
か
ら
認
め
ら
れ
た
専
売
権
で
は
な
い
が
、
自
ら
の

手
で
そ
れ
に
等
し
い
体
制
を
イ
ラ
ン
国
内
に
つ
く
り
、
こ
れ
を
通

じ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
が
は
り
め
ぐ
ら

す
広
域
的
な
流
通
網
を
排
除
し
、
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
商
人
の
断
固
た
る
意
欲
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
125
）
。

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
は
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
を
イ
ラ
ン
国
内
の
市
場
か
ら
排
除

す
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
思
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
人
た
ち
の
足
並
み
は
必
ず
し
も
揃

わ
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
ひ
そ
か
会

社
を
通
さ
ず
に
ト
ン
ベ
キ
を
売
り
渡
す
者
も
出
て
く
る
よ
う
に
な

る
。
次
の
ガ
ッ
フ
ァ
ー
ル
と
い
う
名
の
商
人
の
例
は
、
こ
の
あ
た

り
の
事
情
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

そ
の
頃
、
会
社
に
出
資
し
て
い
た
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
ア
ブ
ド

ル
・
ガ
ッ
フ
ァ
ー
ル
な
る
名
の
商
人
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に

お
い
て
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
を
行
っ
て
い
た
。（
他
の
）

商
人
た
ち
は
、
彼
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売

会
社
の
た
め
に
買
付
を
行
っ
て
い
る
と
は
露
知
ら
ず
、
彼
と

取
引
の
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
商
人
た
ち
と
の
取

引
が
終
わ
っ
た
後
、
ア
ブ
ド
ル
・
ガ
ッ
フ
ァ
ー
ル
は
、
自
分

は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
の
た
め
に
買

い
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
だ
と
打
ち
明
け
た
。
そ
れ
を

聞
い
た
商
人
た
ち
は
す
ぐ
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
電
報
を
打
ち
、

ト
ン
ベ
キ
の
搬
出
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
（
126
）
。

こ
の
よ
う
に
一
部
の
商
人
が
会
社
を
通
さ
ず
に
抜
け
駆
け
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
初
意
図
し
た
よ
う
な
ト
ン
ベ
キ
の
流
通
を

会
社
は
独
占
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
の
方
で
も
度
重
な
る
オ
ス
マ
ン
帝

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）
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国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
か
ら
の
抗
議
を
受
け
て
会
社
の
独

占
化
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
八
九
五
年
四

月
二
五
日
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府
は
、
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン

帝
国
に
輸
出
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
件
に
つ
い
て
改
め
て
オ
ス
マ
ン

帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
と
協
定
を
結
び
直
し
た
。
こ
れ
は
全
部
で

九
条
か
ら
な
る
が
、
二
年
半
ほ
ど
前
の
一
八
九
二
年
九
月
二
六
日

に
締
結
さ
れ
た
輸
出
協
定
の
補
則
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。

新
旧
の
協
定
で
大
き
く
異
な
る
点
は
、
輸
入
専
売
会
社
に
代
わ

っ
て
ト
ン
ベ
キ
を
買
い
付
け
、
輸
出
す
る
イ
ラ
ン
側
の
代
理
人
に

か
か
わ
る
部
分
で
あ
る
。
旧
協
定
で
は
「
イ
ラ
ン
の
ム
ス
リ
ム
商

人
を
優
先
的
に
代
理
人
と
す
る
。」
と
定
め
て
い
た
。
し
か
し
、

新
協
定
で
は
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
は
、

ト
ン
ベ
キ
を
自
ら
の
代
理
人
を
通
し
て
買
い
つ
け
る
権
利
を
有
す

る
。」
と
改
め
、
代
理
人
は
ム
ス
リ
ム
、
非
ム
ス
リ
ム
を
問
わ
ず
、

ま
た
イ
ラ
ン
人
で
あ
ろ
う
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
臣
民
で
あ
ろ
う
と
、

国
籍
に
関
わ
り
な
く
輸
入
専
売
会
社
が
有
利
な
か
た
ち
で
独
自
の

判
断
で
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
代
理
人
の
規
定
が

緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入

専
売
会
社
は
、
以
前
と
く
ら
べ
、
は
る
か
に
自
由
に
イ
ラ
ン
で
ト

ン
ベ
キ
を
買
い
付
け
、
そ
れ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
領
内
に
輸
出
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の

商
人
は
、
会
社
自
体
は
そ
の
後
も
存
続
し
た
も
の
の
、
当
初
め
ざ

し
た
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
と
輸
出
を
独
占
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
127
）
。

お
わ
り
に

一
八
九
五
年
四
月
二
五
日
に
新
た
に
ト
ン
ベ
キ
輸
出
協
定
が
結

ば
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け

か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
を
排
除
し
、
イ
ラ
ン
か
ら

オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
と
延
び
る
そ
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
遮
断
し

よ
う
と
す
る
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
商
人
の
試
み
、
抵
抗
の
動
き
は
次

第
に
勢
い
を
失
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
商

人
が
設
立
し
た
会
社
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
と
の
間

の
競
合
、
軋
轢
は
、
な
お
し
ば
ら
く
の
間
続
い
た
。
オ
ス
マ
ン
帝

国
の
輸
入
専
売
会
社
は
、
新
し
い
協
定
に
も
と
づ
い
て
イ
ラ
ン
に

お
け
る
会
社
の
代
理
人
と
し
て
イ
ラ
ン
の
ム
ス
リ
ム
商
人
で
な
く
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
仕
事
が
や
り
や
す
い
エ
リ
ア
ス
と
い
う
名
の

非
ム
ス
リ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
商
人
を
選
び
、
ト
ン
ベ
キ
を
買
い
付
け
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
輸
出
し
て
い
く
体
制
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
エ

リ
ア
ス
が
農
民
に
対
し
て
提
示
す
る
買
い
取
り
価
格
は
、
地
元
の

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
商
人
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
高
く
、
こ
の
た
め
農

史
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民
は
自
分
た
ち
が
栽
培
・
収
穫
し
た
ト
ン
ベ
キ
を
好
ん
で
エ
リ
ア

ス
に
売
却
し
た
の
で
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人
は
苦
戦
を
強
い
ら

れ
た
（
128
）
。

も
っ
と
も
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
に
よ
る
ト
ン
ベ

キ
の
買
い
付
け
は
、
つ
ね
に
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
八
九
七
年
に
農
民
の
な
か
に
は
収
穫
し
て
か
ら
時
間
が
経
過
し
、

古
く
な
っ
て
商
品
価
値
の
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
ト
ン
ベ
キ
を
強
引

に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
に
売
却
し
よ
う
と
す
る
者
も

出
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
代
理
人
の
エ
リ
ア
ス
は
、
断
固
、
そ

の
買
い
取
り
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
を
不
満
と
す
る
農
民
は
、
ア
ー

ガ
ー
・
ナ
ジ
ャ
フ
ィ
ー
の
弟
で
兄
と
同
様
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で

は
有
力
な
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
シ
ェ
イ
フ
・
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ア
リ
ー
に
直
訴
し
、
彼
を
通
じ
て
買
い
取
る
よ
う
圧
力
を
か

け
た
。
し
か
し
、
エ
リ
ア
ス
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
の
で

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン

に
所
有
す
る
倉
庫
を
農
民
が
襲
撃
し
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
ト
ン
ベ

キ
の
加
工
場
で
働
く
職
人
が
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
行
う
と
い
う
事
態

も
生
ま
れ
た
（
129
）
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
は
、
以
上
の
よ
う
に
一
八
九

五
年
以
降
も
ト
ン
ベ
キ
の
流
通
を
め
ぐ
っ
て
イ
ラ
ン
の
商
人
、
農

民
と
の
間
で
小
競
り
合
い
を
た
び
た
び
起
こ
し
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
末
を
迎
え
る
と
、
こ
う
し
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
る
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
顕
著
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
ト
ン

ベ
キ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
を
通
さ
ず
、
ひ
そ
か
に

オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
持
ち
込
ん
で
売
買
す
る
密
輸
の
横
行
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
お
け
る
ト
ン
ベ
キ
の
売
買
、

取
引
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
ま
た
、
イ
ラ
ン
国
内
に
お
い
て
も
オ
ス

マ
ン
帝
国
の
輸
入
専
売
会
社
の
進
出
に
晒
さ
れ
た
イ
ラ
ン
の
商
人

が
止
む
に
や
ま
れ
ぬ
状
況
の
な
か
で
取
っ
た
抵
抗
の
一
つ
の
か
た

ち
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
130
）
。

一
八
九
二
年
一
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
起
こ

さ
れ
た
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
、
こ
れ
に
続
い
て
同
年
九
月
か
ら
一
八

九
五
年
四
月
頃
ま
で
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
起
こ
さ
れ
た
同
様
の
動

き
は
、
い
ず
れ
も
一
八
九
二
年
四
月
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
営
業

を
開
始
し
た
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
対
す
る
イ
ラ
ン
の
商
人

に
よ
る
異
議
申
し
立
て
と
い
う
点
で
共
通
し
、
相
互
に
連
関
し
た

動
き
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ト
ン

ベ
キ
の
最
大
の
生
産
地
で
あ
る
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
、
そ
し
て
そ
の

最
大
の
輸
出
先
・
消
費
地
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
首
都
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
拠
点
と
す
る
イ
ラ
ン
の
商
人
た
ち
に

と
っ
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
に
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
が
設
立

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

七
九
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さ
れ
た
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
自
ら
の
交
易
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
焦

燥
感
を
募
ら
す
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
の
が
、
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
お
よ
び
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
お
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
つ
い
て
は
、
一
八
九

一
年
四
月
か
ら
翌
年
の
三
月
に
か
け
て
の
時
期
に
イ
ラ
ン
国
内
で

起
こ
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
系
の
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
に

対
す
る
そ
れ
に
も
っ
ぱ
ら
関
心
が
向
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て

実
現
し
た
タ
バ
コ
利
権
の
廃
棄
を
肯
定
的
に
と
ら
え
、
そ
れ
を
イ

ラ
ン
民
族
運
動
の
政
治
的
、
経
済
的
な
勝
利
と
位
置
づ
け
る
見
方

が
大
勢
を
占
め
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
小
論

で
は
、
イ
ラ
ン
に
お
い
て
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
終
息
し

た
後
の
一
八
九
二
年
四
月
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
新
た
に
設
立
さ
れ

た
フ
ラ
ン
ス
系
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
着
目
し
、
こ
れ
に

対
す
る
異
義
申
し
立
て
と
し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
お
よ
び
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
の
両
都
市
で
相
次
い
で
起
こ
さ
れ
た
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

イ
ラ
ン
の
商
人
は
、
一
八
九
二
年
四
月
は
じ
め
の
イ
ギ
リ
ス
系

の
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
廃
止
に
よ
っ
て
確
か
に
イ

ラ
ン
国
内
に
お
い
て
ト
ン
ベ
キ
を
自
由
に
売
買
、
取
引
す
る
こ
と

が
再
び
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
、

こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
原
動
力
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
ト
ン
ベ
キ
の
流
通
を
イ
ラ
ン
一
国
だ
け
に
限

定
せ
ず
、
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
延
び

る
広
域
的
、
か
つ
国
際
的
な
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
交
易
圏
と
い
う
枠
の
な
か
で
改
め
て
考
え
直
し
て
み
る

と
、
イ
ラ
ン
の
ト
ン
ベ
キ
を
扱
う
商
人
た
ち
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

に
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

市
場
か
ら
閉
め
出
さ
れ
、
さ
ら
に
イ
ラ
ン
の
国
内
市
場
に
お
い
て

も
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
進
出
に
晒
さ
れ
る
と

い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。

こ
れ
に
危
機
感
を
募
ら
す
イ
ラ
ン
の
商
人
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
対
し
て
起
こ
し
た
の
が
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
お
よ
び
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
お
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
抵
抗
の
動
き
を
も

っ
て
し
て
も
イ
ラ
ン
の
商
人
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
系
の
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
独
占
・
専
売
体
制
を
跳
ね
返
す

こ
と
が
で
き
ず
、
こ
う
し
た
体
制
は
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
る
一
九
二

三
年
の
ト
ル
コ
共
和
国
成
立
の
時
期
ま
で
続
い
た
。

イ
ラ
ン
一
国
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
イ
ラ
ン
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

に
か
け
て
延
び
る
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
交

史
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易
圏
と
い
う
枠
の
な
か
で
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
つ
い
て

考
え
直
し
て
み
る
と
、
イ
ラ
ン
の
商
人
は
従
来
、
主
張
さ
れ
て
き

た
よ
う
に
そ
の
流
通
を
完
全
に
自
分
た
ち
の
手
に
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。
ア
ジ
ア
交
易
論
的
な
立
場
か
ら
す
る

と
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
タ
バ
コ
利
権
の
廃
棄
は
民
族
運
動
の
勝
利

と
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

資
本
主
義
が
主
導
す
る
一
体
化
さ
れ
た
世
界
経
済
、
そ
の
環
の
な

か
に
包
摂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
生
産
と
流
通

は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
な
か
に
つ
く
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
系
の
ト
ン

ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
に
よ
っ
て
そ
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
制
限

さ
れ
る
と
い
う
、
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
弱
さ
と
限
界

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

註（
６２
）
タ
ル
ボ
ト
か
ら
ゾ
ゲ
ブ
に
輸
出
利
権
が
譲
渡
さ
れ
専
売
会
社
が

設
立
さ
れ
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
は
、D

C
R

1099,R
eport

on
the

T
rade

and
C

om
m

erce
of

C
onstantinople

for
the

Y
ear

1889

�1891,A
P

84

（1892

）p.15

に
そ
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い

る
。

（
６３
）

D
C

R
1099,

R
eport

on
the

T
rade

and
C

om
m

erce
of

C
onstantinople

for
the

Y
ear

1889

�1891,
A

P
84

（1892

）p.
15.

（
６４
）

JC
C

C
,vol.342

（
一
八
九
一
年
七
月
一
八
日
）,s.338.

た
だ

し
、
ソ
ゲ
ブ
が
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
か
ら
ト
ン
ベ
キ
の
専
売
権
を
獲

得
し
た
正
確
な
時
日
に
つ
い
て
『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新

聞
』
は
記
し
て
い
な
い
が
、
報
道
の
年
月
日
か
ら
し
て
一
八
九
一

年
の
七
月
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
均
、
前
掲
論

文
、
一
七
一
―
七
二
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
るA

khtar
18

�38

の
付

録
記
事
で
は
、
ゾ
ゲ
ブ
が
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
か
ら
イ
ラ
ン
産
ト
ン

ベ
キ
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
含
む
国
外
で
の
専
売
権
を
認
め
ら
れ
た

の
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
〇
九
年
モ
ハ
ッ
ラ
ム
月
末
、
す
な
わ
ち

一
八
九
一
年
九
月
五
日
頃
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
『
ア
フ
タ
ル
』

の
付
録
記
事
は
、
ゾ
ゲ
ブ
へ
の
利
権
譲
渡
に
か
ん
し
て
面
白
い
内

容
を
含
む
が
、
鈴
木
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
が
書
か
れ

た
日
時
等
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新
聞
』
の
報
道
に
し
た
が
っ
て
一
八

九
一
年
七
月
を
ゾ
ゲ
ブ
が
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
か
ら
ト
ン
ベ
キ
の
国

外
で
の
専
売
権
を
獲
得
し
た
時
と
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
６５
）
資
本
金
の
額
に
か
ん
し
て
は
、
す
で
に
引
用
し
たD

C
R

1099,
R

eport
on

the
T

rade
and

C
om

m
erce

of
C

onstantinople
for

the
Y

ear
1889

�1891,A
P

84

（1892

）p.15

に
は
、
二
〇
万
ポ

ン
ド
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所

新
聞
』
に
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
通
貨
単
位
に
拠
っ
て
資
本
金
の

額
を
二
二
万
オ
ス
マ
ン
・
リ
ラ
と
す
る
。
後
述
す
る
オ
ス
マ
ン
帝

国
総
理
府
文
書
局
所
蔵
のIrade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezker-

esi

）/
Y

.
A

.
R

es.
56/64

に
収
め
ら
れ
て
い
る
財
務
大
臣
ア
フ
メ

ト
・
ナ
ー
ズ
ィ
フ
の
一
八
九
一
年
一
一
月
一
七
日
付
け
の
上
申
書

に
も
同
様
に
二
二
万
オ
ス
マ
ン
・
リ
ラ
を
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の

資
本
金
の
額
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ポ
ン
ド
と
リ
ラ
と
い
う

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

八
一
（
四
三
五
）



通
貨
の
違
い
に
よ
っ
て
資
本
金
額
に
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、

会
社
設
立
時
に
発
行
さ
れ
た
株
数
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
一
万
株
で

あ
っ
た
。

（
６６
）

JC
C

C
,vol.336

（
一
八
九
一
年
六
月
六
日
）,s.272

に
は
、

ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
株
主
と
し
て
名
前
を
連
ね
るM

.M
.A

u-
boyeau,R

.B
audouy,C

.Farnetti

な
ど
幾
人
か
の
フ
ラ
ン
ス
の

銀
行
家
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

（
６７
）

D
C

R
1099,

R
eport

on
the

T
rade

and
C

om
m

erce
of

C
onstantinople

for
the

Y
ear

1889

�1891,
A

P
84

（1892

）p.
16.

（
６８
）

G
A

SIO
vol.3,Shom

are-ye
Sanad

:487,
M

ouzu’:Laghv
-e

Q
arārdād-e

A
slı̄-ye

R
ejı̄,

T
ārikh

:1309
R

am
azan

13,
K

ar-
ton

:21,Parāvande
:1/A

lef,p.353.

（
６９
）

JC
C

C
,vol.348,s.416,

一
八
九
一
年
八
月
二
九
日
付
け
の

記
事
に
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
（La

Société
de

la
R

égie
des

T
um

bekis
persans

）
の
事
業
本
部
開
設
申
請
の
件
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
。『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新
聞
』
に
は
フ
ラ
ン
ス
語

版（JC
C

C

と
略
記
）と
オ
ス
マ
・
ト
ル
コ
語
版D

ersaadet
T

icaret
O

dası
G

azetesi

（D
T

O
G

と
略
記
）
の
二
つ
が
あ
る
が
、
こ
の

件
に
か
ん
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
に
し
か
記
事
が
な
い
。

（
７０
）

Y
.

A
.

R
es.

56/64
/Irade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezker-

esi

）
に
よ
る
と
、
財
務
大
臣
か
ら
命
じ
ら
れ
て
上
申
書
を
提
出
し

た
内
国
関
税
局
長
イ
ッ
ゼ
ト
・
ア
リ
ー
は
、
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社

の
設
立
申
請
を
「
イ
ラ
ン
領
内
で
ト
ン
ベ
キ
の
消
費
と
輸
出
の
独

占
権
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
外
国
の
会
社
が
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
領
内
で
も
ト
ン
ベ
キ
の
消
費
の
独
占
権
を
手
に
入
れ
よ
う

と
圧
力
を
か
け
て
い
る
。」
と
記
し
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売

会
社
が
イ
ラ
ン
で
タ
バ
コ
の
売
買
と
輸
出
の
独
占
権
を
手
に
入
れ

た
だ
け
で
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
も
イ
ラ
ン
か
ら

の
輸
入
独
占
権
を
得
て
タ
バ
コ
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
配
し

よ
う
と
い
う
野
望
を
抱
い
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

（
７１
）
一
一
月
一
二
日
と
一
五
日
の
両
日
に
開
か
れ
た
特
別
委
員
会
の

報
告
（
マ
ズ
バ
タm

azbata

）
は
、
総
理
府
文
書
局
所
蔵
のY

.
A

.
R

es.
56/64

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
総
理
府
内
に
法
務
大
臣
を
座

長
と
す
る
特
別
委
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

JC
C

C
,vol.359,s.548

の
一
八
九
一
年
一
一
月
一
四
日
付
け
の

記
事
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
７２
）
こ
の
勅
令
は
、Irade

1309/M
M

5449

（A
rz

T
ezkeresi

）
の

な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、JC

C
C

,vol.363,s.359

お

よ
びD

C
R

1099,
R

eport
on

the
T

rade
and

C
om

m
erce

of
C

onstantinople
for

the
Y

ear
1889

�1891,
A

P
84

（1892

）p.
15

に
も
勅
令
に
よ
っ
て
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
に
利
権
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
の
設
立

を
認
め
る
勅
令
が
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る

の
は
一
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
イ
ラ
ン

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
こ
れ
よ
り
も
早
い
段
階
で
総
理
府
内
に
設

け
ら
れ
た
特
別
員
会
で
審
議
さ
れ
た
結
果
が
報
告
書
（
マ
ズ
バ

タ
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
勅
令
が
出
さ
れ
る

と
い
う
情
報
を
つ
か
ん
で
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
の

新
聞A

khtar
18

�12,p.91

と
鈴
木
均
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
イ

ラ
ン
人
と
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
」（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

言
語
文
化
研
究
』
三
二
）、
一
六
六
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

八
二
（
四
三
六
）



（
７３
）

A
khtar,18

�15,p.118.
（
７４
）

Y
.

A
.

R
es.

56/64/
Irade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezker-

esi

）
所
収
の
一
一
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
特
別
委
員
会
の
マ
ズ

バ
タ
（m

azbata

）.

（
７５
）

Y
.

A
.

R
es.

56/64/
Irade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezker-

esi

）
所
収
、
一
一
月
一
七
日
付
け
の
財
務
大
臣
ア
フ
メ
ト
・
ナ
ー

ズ
ィ
フ
の
上
申
書
。

（
７６
）
同
上
。
ま
た
、
一
一
月
一
二
日
開
催
の
特
別
委
員
会
の
マ
ズ
バ

タ
に
も
利
権
料
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

（
７７
）

Y
.

A
.

R
es.

56/64/
Irade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezker-

esi

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
一
月
一
二
日
開
催
の
特
別
委
員
会
の

マ
ズ
バ
タ
に
よ
る
と
、
独
占
税
は
オ
ッ
カ
（
約
一
、
三
〇
〇
グ
ラ

ム
）
を
単
位
と
し
て
三
〇
パ
ラ
（
金
ア
ク
チ
ェ
）
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
一
月
一
七
日
付
け
の
財
務
大

臣
の
上
申
書
に
よ
る
と
、
課
税
の
単
位
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
額
は

四
〇
パ
ラ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じY

.
A

.
R

es.
56/64/

Irade
1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezkeresi

）
所
収
の
文
書
で
も
課
税
の

単
位
、
額
に
お
い
て
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
本
論
で
はA

khtar,
18

�15,p.118

に
引
用
さ
れ
て
い
る
ト
ン
ベ
キ
専
売
協
定
の
第
三

条
の
記
述
や
駐
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
英
国
領
事
の
報
告
と
の
整
合
性
を

考
慮
し
て
独
占
税
の
課
税
単
位
を
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
課
税
額
を
四

〇
パ
ラ
�
一
ク
ル
シ
ュ
に
統
一
し
て
記
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新
聞
』は
、JC

C
C

、vol.334,
p.243

（1891/5/23

）,vol.328,p.172

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
貨

幣
単
位
を
ク
ル
シ
ュ
で
な
く
ピ
ア
ス
ト
ル
で
表
記
し
て
い
る
。

（
７８
）
一
八
六
二
年
に
結
ば
れ
た
最
初
の
ト
ン
ベ
キ
関
税
協
定
に
お
い

て
合
意
さ
れ
た
税
率
は
、G

A
SIO

,Shom
are-ye

Sanad
:477,

M
ouzu’:A

kadh-e
G

om
rok

az
T

anbākū-ye
vārede

be
K

hāk-
e

’O
thm

āni,
T

ārikh
:1278

D
hiqa’dah

18

（1862
M

ay
17

）,
K

arton
:9,Parāvande

:13/F,pp.319

�20

に
イ
ラ
ン
か
ら
オ

ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
輸
出
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
は
、
一
〇
〇
ク
ル
シ

ュ
に
つ
き
七
五
ク
ル
シ
ュ
の
関
税
（resm

-e
gom

rok

）
が
徴
収

さ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
七
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
税

率
は
そ
の
後
も
変
わ
ら
ず
、
一
八
六
五
年
の
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン

帝
国
と
の
間
の
ト
ゥ
ー
ト
ゥ
ー
ン
（
ト
ゥ
ト
ゥ
ン
）
と
タ
ン
バ
ー

ク
ー
（
ト
ン
ベ
キ
）
の
関
税
協
定
に
つ
い
て
記
すG

A
SIO

,
Shom

āre-ye
Sanad

:
478,

M
ouzu’:

Q
arārdād-e

T
ūtūn

va
T

anbākū
beyn-e

Īrān
va

’O
thm

āni,
T

ārı̄kh
:1282

R
ajab

13

（
一
八
六
五
年
一
二
月
二
日
）、K

arton
:11,Parāvandeh

:N
o,

pp.323

�24

の
第
一
条
に
も
同
様
に
七
五
％
の
輸
入
関
税
が
徴
収

さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
八
七
五
年
に
な

っ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
ト
ゥ
ト
ゥ
ン
の
専
売
制
度
が
実
施
さ
れ
る

と
、
そ
れ
を
イ
ラ
ン
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
、
こ
の
結

果
、
輸
入
関
税
は
ト
ン
ベ
キ
か
ら
の
み
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
記
す
の
がG

A
SIO

,Shom
āre-ye

Sanad
:480,

M
ouzu’

:
Q

arārnām
e-ye

T
anbākū

va
N

am
ak

va
T

ūtūn
,

T
ārı̄kh

:1292
D

hiqa’dah
21

（1291
K

ānūn
8

、
一
八
七
五
年

一
二
月
一
八
日
）、K

ārton
:21,Parāvandeh

:E
m

tiyāzāt,pp.
329

�30

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
タ
ン
バ
ー
ク
ー
、
塩
、
ト
ゥ
ー
ト

ゥ
ー
ン
に
か
ん
す
る
協
定
書
」
の
一
条
か
ら
三
条
で
あ
る
。

（
７９
）
関
税
の
改
定
交
渉
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
八
九
〇
年
一
一
月

二
二
日
の
時
点
で
『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
業
会
議
所
新
聞
』（JC

C
C

,

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

八
三
（
四
三
七
）



vol.308,s.570

）
に
開
催
予
告
の
記
事
が
あ
る
。
次
い
で
一
二
月

六
日
付
け
のJC

C
C

,
vol.

310,
s.

594,
D

T
O

G
,

vol.
310,

1308

・R
ebiülahir

24,1306

・T
e

�rin-isani24,s.583

に
も
ト

ン
ベ
キ
の
輸
入
関
税
改
定
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

を
代
表
し
て
間
接
税
局
長
の
ハ
サ
ン
・
フ
ェ
フ
ミ
・
パ
シ
ャ
が
交

渉
に
あ
た
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。A

khtar
17

�17,p.131,
vol.17

�18,p.139

と
、
こ
れ
に
拠
っ
た
鈴
木
均
、
前
掲
論
文
、

一
六
二
頁
に
も
従
来
の
関
税
協
定
が
一
二
月
一
二
日
を
も
っ
て
期

限
が
切
れ
、
交
渉
の
結
果
、
新
し
い
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
８０
）
ト
ン
ベ
キ
の
輸
入
関
税
の
税
率
が
七
五
％
か
ら
一
〇
〇
％
に
上

が
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
〇
年
一
二
月
一
三
日
付
け
の

JC
C

C
,vol.311,s.599,D

T
O

G
,vol.311,s.589

を
参
照
。

（
８１
）

Y
.

A
.

R
es.

56/64/
Irade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezker-

esi

）
所
収
、
一
一
月
一
二
日
開
催
の
特
別
委
員
会
の
マ
ズ
バ
タ
お

よ
び
一
一
月
一
七
日
付
け
の
財
務
大
臣
ア
フ
メ
ト
・
ナ
ー
ズ
ィ
フ

の
上
申
書
。

（
８２
）

Y
.

A
.

R
es.

56/64/
Irade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezker-

esi

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
内
国
関
税
局
長
イ
ッ
ゼ
ト
・
ア
リ
ー
の

一
八
九
一
年
一
〇
月
一
三
日
付
け
の
財
務
大
臣
宛
の
復
命
書
。

（
８３
）

D
onald

Q
uataert,

Social
disintegration

and
populor

re-
sistence

in
the

O
ttom

an
E

m
pire,

1882

�1908
,

N
ew

Y
ork

,
1983,pp.19

�30,38

�39.

（
８４
）

A
khtar

18

�10,pp.77

�78,
A

khtar
18

�15,
p.

118,
125,

Y
.

A
.

R
es.

56/64/
Irade1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezkeresi

）
に

収
め
ら
れ
て
い
る
内
国
関
税
局
長
イ
ッ
ゼ
ト
・
ア
リ
ー
の
一
八
九

一
年
一
〇
月
一
三
日
付
け
の
財
務
大
臣
宛
の
復
命
書
お
よ
び
一
一

月
一
二
日
開
催
の
特
別
委
員
会
の
報
告
（
マ
ズ
バ
タ
）。

（
８５
）

A
khtar

18

�15,p.125

の
補
則
。Y

.
A

.
R

es.
56/64/

Irade
1309

/
M

M
5449

（A
rz

T
ezkeresi

）
所
収
、
一
八
九
一
年
一
一

月
一
五
日
開
催
の
特
別
委
員
会
の
報
告
（
マ
ズ
バ
タ
）。

（
８６
）

A
khtar

18

�17,p.132,

鈴
木
、
前
掲
論
文
、
一
六
八
頁
。

（
８７
）

A
khtar

18

�15,p.125

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
協
定
書
第
一
五

条
に
よ
る
と
、
公
告
が
出
さ
れ
て
か
ら
四
ヶ
月
以
内
に
ト
ン
ベ
キ

を
専
売
会
社
に
引
き
渡
さ
な
い
場
合
は
密
輸
と
み
な
さ
れ
、
オ
ス

マ
ン
帝
国
政
府
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
８８
）
こ
の
報
告
は
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
意
を
受
け
て
一
八

九
二
年
一
月
一
七
日
（
一
三
〇
九
年
第
二
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
月
一
六

日
�
一
三
〇
七
年
第
二
カ
ー
ヌ
ー
ン
月
五
日
）
付
け
で
当
時
ユ
ル

ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
の
書
記
官
局
長
を
勤
め
て
い
た
ソ
ラ
イ
ヤ
ー
に

よ
っ
て
出
さ
れ
たIrade

1309,D
98983

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
８９
）

Irade
1309,D

98983.

（
９０
）

Irade
1309,D

9901.

こ
の
文
書
に
は
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二

世
の
勅
令
お
よ
び
書
記
官
局
長
ソ
ラ
イ
ヤ
ー
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
、
大
宰
相
の
ジ
ェ
ヴ
ァ
ー
ト
が
公
安
警
察
に
調
査
を
命
じ
た
内

容
と
そ
の
結
果
を
盛
り
込
ん
だ
一
八
九
二
年
一
月
一
八
日
（
一
三

〇
九
年
第
二
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
月
一
七
日
）
付
け
の
上
申
書
の
か
た

ち
を
と
る
テ
ズ
ケ
レ
三
九
二
二
号
と
、
そ
れ
が
受
理
さ
れ
た
あ
と

出
さ
れ
た
書
記
官
局
長
ソ
ラ
イ
ヤ
ー
の
署
名
が
あ
る
一
八
九
二
年

一
月
二
五
日
（
一
三
〇
九
年
第
二
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
月
二
四
日
）
付

け
の
イ
ラ
ー
デ
の
二
つ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
月
一
七
日
金
曜

日
に
開
か
れ
た
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
お
け
る
抗
議
集
会
に
つ
い

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

八
四
（
四
三
八
）



て
は
、
前
者
に
言
及
が
あ
る
。

（
９１
）

Irade
1309

D
9901

に
よ
る
と
、
大
宰
相
ジ
ェ
ヴ
ァ
ー
ト
は
一

月
一
七
日
に
開
か
れ
た
抗
議
集
会
の
参
加
者
の
数
が
一
週
間
前
の

一
月
一
〇
日
の
そ
れ
よ
り
増
え
、
そ
れ
が
街
頭
デ
モ
に
発
展
す
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
を
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
の
書
記
官
局
長
ソ

ラ
イ
ヤ
ー
に
上
申
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
街
頭
デ
モ
を
防
ぐ
目
的

で
出
さ
れ
た
の
が
、
総
理
府
文
書
局
所
蔵Irade

1309
D

9901

の

中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
八
九
二
年
一
月
二
五
日
付
け
の
イ
ラ
ー

デ
で
あ
る
。

（
９２
）

JC
C

C
vol.

373,
p

.
90,

D
T

O
G

vol.
373,

p
.

88,
Le

M
oniteur

O
riental,vol.12,p.340.

（
９３
）

D
C

R
1099,

R
eport

on
the

T
rade

and
C

om
m

erce
of

C
onstantinople

for
the

Y
ear

1889
�1891,

A
P

84

（1892

）p.
16.

（
９４
）

Le
M

oniteur
O

riental,vol.12,p.340.

（
９５
）

Irade
1309,D

99738

所
収
、
一
八
九
二
年
三
月
三
日
付
け
の

ゾ
ゲ
ブ
の
覚
書
。Y

.
A

.
R

es.
58/2,

Irade
1309

D
99598

に
よ

る
と
、
こ
の
覚
書
は
、
一
八
九
二
年
三
月
七
日
に
総
理
府
に
送
付

さ
れ
、
三
月
一
〇
日
に
法
務
、
財
務
、
商
業
の
各
大
臣
が
会
談
、

そ
の
結
果
が
特
別
の
マ
ズ
バ
タ
に
認
め
ら
れ
て
上
申
さ
れ
、
そ
の

後
、
宰
相
が
こ
れ
を
テ
ズ
ケ
レ
に
し
て
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世

に
提
出
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
最
終
的
に
三
月
一
一
日
に
ト
ン
ベ

キ
輸
入
専
売
会
社
が
四
月
四
日
に
時
期
を
変
更
し
て
営
業
を
開
始

す
る
こ
と
を
認
め
る
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
勅
令
（
イ
ラ
ー

デ
）
が
出
さ
れ
た
。

（
９６
）

JC
C

C
vol.

376,
ss.

127

�128,
Sabah

vol.
916,

s.
2,

vol.

927,s.4,Le
M

oniteur
O

riental,vol.12,p.340.

（
９７
）

Sabah
vol.927,s.4.

（
９８
）
一
八
九
二
年
三
月
一
五
日
付
け
のSabah

vol.919,s.4

と
一

八
九
二
年
四
月
二
日
付
け
のSabah

vol.937,s.4

に
は
、
こ
の

ト
ン
ベ
キ
引
き
渡
し
の
手
続
き
に
か
ん
し
て
「
手
元
に
外
国
産
の

ト
ン
ベ
キ
を
持
っ
て
い
る
者
は
、
そ
の
量
を
会
社
の
営
業
所
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
す
で
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
に
あ

る
か
、
来
月
四
月
よ
り
前
に
到
着
す
る
外
国
産
の
ト
ン
ベ
キ
は
、

徐
々
に
売
買
に
か
け
る
準
備
を
す
る
の
で
ト
ン
ベ
キ
を
所
有
し
て

い
る
者
、
或
い
は
委
託
さ
れ
て
い
る
者
は
ガ
ラ
タ
の
バ
ル
タ
ジ

ュ
・
ハ
ンB

altacıH
an

に
あ
る
会
社
の
管
理
部
門
に
申
請
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」「
四
ヶ
月
を
過
ぎ
る
と
、
輸
入
と
買
い
つ

け
を
一
般
の
人
は
で
き
な
く
な
り
、
会
社
な
い
し
そ
れ
か
ら
許
可

を
得
た
者
の
み
し
か
で
き
な
い
。」「
四
月
四
日
ま
で
に
手
元
に
あ

る
商
品
（
ト
ン
ベ
キ
）
に
つ
い
て
報
告
し
な
か
っ
た
り
倉
庫
に
引

き
渡
さ
な
い
ト
ン
ベ
キ
の
卸
売
り
商
人
、
小
売
商
人
（bayi

）
が

所
有
す
る
商
品
は
、
政
府
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
、
政
府
の
所
有
に

帰
す
る
こ
と
が
所
有
者
に
通
告
さ
れ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
９９
）

Sabah
vol.929,s.2.

（
１００
）

Sabah
vol.942,s.1

�2.

（
１０１
）

A
khtar

18

�31,p.231.

（
１０２
）

Sabah
vol.939,s.1,vol.946,s.4.

（
１０３
）

Sabah
vol.927,s.4,vol.946,s.4.

（
１０４
）

A
khtar

18

�15,
p.

118.
Y

.
A

.
R

es.
56/64/

Irade1309
/

M
M

5449

（A
rz

T
ezkeresi

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
内
国
関
税
局

長
イ
ッ
ゼ
ト
・
ア
リ
ー
の
一
八
九
一
年
一
〇
月
一
三
日
付
け
の
財

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

八
五
（
四
三
九
）



務
大
臣
宛
の
復
命
書
。
な
お
、
一
一
月
一
七
日
付
け
の
財
務
大
臣

ア
フ
メ
ト
・
ナ
ー
ズ
ィ
フ
の
上
申
書
に
も
断
片
的
で
あ
る
が
、
小

売
価
格
に
つ
い
て
の
議
論
、
情
報
が
見
ら
れ
る
。

（
１０５
）
表
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
し
て
お
く
と
、
上
限
価
格
は
あ
く

ま
で
も
目
標
値
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
に
は
売
上
げ
を
増
や
す
た
め

に
会
社
が
定
め
た
価
格
よ
り
も
低
く
タ
バ
コ
は
売
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
実
際
の
平
均
価
格
は
二
三
ク
ル
シ
ュ
で
上
限
価
格
よ
り
若

干
、
低
か
っ
た
。
税
関
の
報
告
に
よ
る
と
、
実
際
の
消
費
者
価
格

は
さ
ら
に
低
く
、
平
均
で
一
八
ク
ル
シ
ュ
三
五
サ
ン
チ
ム
で
あ
り
、

卸
売
り
価
格
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
も
低
く
平
均
で
一
四

ク
ル
シ
ュ
一
二
サ
ン
チ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、Y

.
A

.
R

es.
56/64/

Irade1309
/

M
M

5449

（A
rz

T
ezkeresi

）
所
収
、

内
国
関
税
局
長
イ
ッ
ゼ
ト
・
ア
リ
ー
の
一
八
九
一
年
一
〇
月
一
三

日
付
け
の
財
務
大
臣
宛
の
復
命
書
お
よ
び
一
一
月
一
七
日
付
け
の

財
務
大
臣
ア
フ
メ
ト
・
ナ
ー
ズ
ィ
フ
の
上
申
書
を
参
照
。
な
お
、

一
八
九
二
年
四
月
一
一
日
付
け
のSabah

vol.946,s.4

に
は
、

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
と
シ
ー
ラ
ー
ズ
産
の
ト
ン
ベ
キ
が
キ
ロ
当
た
り

二
〇
―
二
三
ク
ル
シ
ュ
、
カ
ー
シ
ャ
ー
ン
と
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
産
の
そ

れ
が
キ
ロ
当
た
り
二
〇
―
二
一
ク
ル
シ
ュ
で
あ
る
と
い
う
実
勢
価

格
に
か
ん
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。

（
１０６
）

A
khtar

18

�33,p.255,

鈴
木
均
、
前
掲
論
文
、
一
六
〇
、
一

六
七
頁
。

（
１０７
）
鈴
木
均
、
前
掲
論
文
、
一
六
〇
、
一
六
七
頁
。
停
刊
の
期
間
は

一
五
日
間
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
二
年
四
月
二
六
日
に
一
八
巻
三

三
号
が
出
た
後
、
五
月
二
五
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
一
八
巻
三
四

号
が
復
刊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
は
一
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て

『
ア
フ
タ
ル
』
の
休
刊
は
続
き
、
情
報
も
途
絶
え
た
こ
と
に
な
る
。

（
１０８
）

Irade
1309

D
100288

（
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局

長
局
六
五
三
九
号
文
書
、
書
記
官
テ
ヴ
フ
ィ
ク
の
署
名
あ
り
）。
鈴

木
均
、
前
掲
論
文
、
一
七
三
頁
に
引
用
、
訳
出
さ
れ
て
い
る
一
八

九
二
年
六
月
二
一
日
付
け
のA

ktar
18

�38

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
コ
ウ
キ
ャ
ベ
・
ナ
ー
セ
リ
ー
へ
の
反
駁
」
に
出
て
く
る
説
教
師
と

は
、
こ
の
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー

の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
説
教
師
に
つ
い
て
『
ア
フ
タ
ル
』

紙
は
、「
最
近
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
到
着
し
た
一
人
の
気
の
狂
っ
た
説

教
師
が
彼
ら
の
指
導
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
人
々
は
彼
を
も
自
分

達
の
恥
と
汚
れ
の
仲
間
に
引
き
ず
り
込
ん
で
、
夜
も
昼
も
彼
の
周

囲
を
取
り
囲
ん
で
策
略
を
練
り
、
そ
の
低
劣
な
人
物
の
も
と
に
資

金
を
集
め
た
、
こ
の
サ
ル
の
如
き
人
物
は
説
教
檀
の
上
に
登
っ
て

自
ら
も
聞
き
取
れ
ぬ
心
地
よ
い
言
葉
を
淫
蕩
な
連
中
に
聞
か
せ
、

ま
ず
か
っ
て
の
指
導
者
や
識
者
一
人
一
人
の
名
を
挙
げ
て
、
こ
れ

ら
を
集
会
の
席
で
禁
じ
た
。
…
…
そ
の
と
き
何
人
か
の
商
人
た
ち

が
「
こ
の
人
物
は
利
権
に
内
側
か
ら
関
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
利
権

会
社
の
側
の
人
物
と
交
流
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼

と
接
近
す
る
こ
と
は
利
権
会
社
を
利
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
禁

止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
言
っ
た
た
め
大
騒
ぎ
に
な
り
、
と
う

と
う
彼
の
も
と
に
行
く
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
た
。」
と
書
い
て
い
る

（
引
用
は
鈴
木
均
の
訳
に
拠
る
）。

（
１０９
）

Irade
1309,

D
100280

（
一
三
〇
九
年
シ
ャ
ッ
ワ
ー
ル
月
一

二
日
�
一
八
九
二
年
五
月
一
〇
日
付
け
の
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ

書
記
官
局
六
六
一
〇
号
文
書
）。
こ
れ
ら
の
文
書
の
な
か
に
含
ま
れ

る
ト
ン
ベ
キ
商
人
の
請
願
書
、
電
報
は
、
手
続
き
的
に
は
ま
ず
、

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

八
六
（
四
四
〇
）



総
理
府
に
送
ら
れ
、
次
い
で
閣
議
に
か
け
た
あ
と
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ

ミ
ト
二
世
に
上
申
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
勅
令
と
通
達
書
が
出
さ
れ

る
と
い
う
経
過
を
取
っ
た
。
な
お
、
一
三
〇
九
年
シ
ャ
ッ
ワ
ー
ル

月
二
八
日
（
一
八
九
二
年
五
月
二
六
日
）
付
け
の
総
理
府
に
設
け

ら
れ
た
特
別
委
員
会
の
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局
宛
の
上

申
書
に
も
ト
ン
ベ
キ
商
人
た
ち
が
続
け
て
い
た
バ
ス
ト
に
関
連
す

る
記
事
が
あ
る
。

（
１１０
）
ハ
ビ
ー
ブ
と
い
う
商
人
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
二
年
六
月
二
一

日
付
け
のA

khtar
18

�38

に
挿
入
さ
れ
て
い
る
付
録
記
事
に
言
及

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
く
鈴
木
均
、
前
掲
論
文
、
一
七
〇

―
七
一
頁
に
も
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ハ
ビ
ー

ブ
が
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
と
契
約
を
結
ん
で
水
タ
バ
コ
を
イ
ラ
ン

か
ら
輸
入
し
、
専
売
会
社
に
代
わ
っ
て
そ
れ
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領

内
で
売
買
す
る
こ
と
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
イ

ラ
ン
に
お
け
る
利
権
が
廃
棄
さ
れ
る
一
八
九
二
年
四
月
三
日
以
前

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ゾ
ゲ
ブ
を
総
支
配
人
と
す
る
ト
ン
ベ
キ
専
売
会
社
が
オ
ス
マ
ン
帝

国
で
営
業
を
開
始
す
る
の
は
四
月
四
日
以
降
の
こ
と
な
の
で
話
が

合
わ
な
い
気
も
す
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
輸
入
専
売
権
を
オ
ス
マ
ン

帝
国
か
ら
獲
得
し
て
い
な
い
段
階
で
パ
リ
に
本
社
を
置
く
ト
ン
ベ

キ
専
売
会
社
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
で
ハ
ビ
ー
ブ
の
よ
う
な
商
人

を
使
っ
て
水
タ
バ
コ
の
輸
入
貿
易
を
先
行
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
ハ
ビ
ー
ブ
と
い
う
商
人
に
つ
い
て
言
及
す
るA

khtar
18

�38

の
付
録
記
事
は
、
鈴
木
均
も
指
摘
す
る
よ
う
に
一
八
九
二

年
六
月
二
一
日
号
の
付
録
と
い
う
体
裁
を
と
る
が
、
ペ
ー
ジ
も
打

た
れ
て
お
ら
ず
史
料
と
し
て
使
っ
て
い
く
の
に
扱
い
が
難
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１１１
）

Irade
1309,

D
100280

（
一
三
〇
九
年
シ
ャ
ッ
ワ
ー
ル
月
一

二
日
�
一
八
九
二
年
五
月
一
〇
日
付
け
の
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ

書
記
官
局
六
六
一
〇
号
文
書
）。

（
１１２
）

Y
.

A
.

R
es

58

�36

（
一
三
〇
九
年
シ
ャ
ッ
ワ
ー
ル
月
二
八

日
�
一
八
九
二
年
五
月
二
六
日
付
け
の
総
理
府
に
設
け
ら
れ
た
特

別
委
員
会
の
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局
宛
の
上
申
書
）

（
１１３
）
同
右
。

（
１１４
）

Irade
1309

D
101090

（
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
・
サ
ラ
イ
書
記
官
局

長
ソ
ラ
イ
ヤ
ー
の
署
名
が
あ
る
一
三
〇
九
年
ズ
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二

五
日
�
一
八
九
二
年
二
一
日
付
け
の
文
書
）

（
１１５
）

A
khtar

18

�38

に
付
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
「
コ
ウ
キ

ャ
ベ
・
ナ
ー
セ
リ
ー
へ
の
反
駁
」。
引
用
訳
は
、
鈴
木
均
、
前
掲
論

文
、
一
七
二
―
七
三
頁
に
拠
る
。

（
１１６
）

G
A

SIO
,Shom

āreh-ye
Sanad:488,M

ouzu’:Q
arārnām

e-ye
R

ejı̄-ye
Īrān

va
’O

thm
ānı̄,T

ārı̄kh
:1310

R
abi’olavval

4,
K

ār-
ton

:21,Parāvandeh
:1/A

lef,p.355

�56.

（
１１７
）

D
C

R
1376,

R
eport

for
the

Y
ears

1892

�93
and

1893

�94
on

the
T

rade
of

the
C

onsular
D

istrict
of

Ispahan
,

A
P

37

（1894

）,p.47.

な
お
、
岡
崎
正
孝
「
一
九
世
紀
末
イ
ラ
ン
社
会
に

お
け
る
宗
教
指
導
者
�
ア
ガ
ー
・
ナ
ジ
ャ
フ
ィ
ー
を
中
心
に
」

（『
評
林
』
XV
、
昭
和
六
三
年
四
月
）、
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
は
、
イ

ギ
リ
ス
議
会
文
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
領
事
報

告
の
元
に
な
っ
たFO

248

�548,Preece
to

Lascelles,N
o.58,

15,Septem
ber

1892

に
直
接
あ
た
っ
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
ト

イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

八
七
（
四
四
一
）



ン
ベ
キ
栽
培
農
民
が
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
シ
ャ
ー
で
集
会
を
催
し
、
ア

ー
ガ
ー
・
ナ
ジ
ャ
フ
ィ
ー
兄
弟
に
直
訴
し
た
事
情
に
つ
い
て
記
す

長
文
の
史
料
を
訳
載
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
１１８
）

G
A

SIO
,

Shom
āre-ye

Sanad
:492,

M
ouzu’:K

om
panı̄-ye

・
T

ojjār-e
E

sfahān
,

T
ārikh

:nadārad

（1311?

）,K
ārton

:23,
Parāvandeh

:13/F,pp.369

�70.

（
１１９
）

D
C

R
1376,

R
eport

for
the

Y
ears

1892

�93
and

1893

�94
on

the
T

rade
of

the
C

onsular
D

istrict
of

Ispahan
,

A
P

37

（1894

）,p.47.

（
１２０
）
岡
崎
正
孝
は
、
前
掲
論
文
二
〇
三
頁
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
外

務
省
文
書
、
お
よ
びW

.M
.Floor,“M

erchants
in

Q
ajar

Iran”,
ZD

M
G

,76

（1976

）,p.127

に
拠
っ
て
会
社
設
立
の
時
期
を
一
八

九
三
年
と
す
る
が
、
本
文
で
引
用
し
た
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
外
交

文
書
集
成G

A
SIO

に
収
録
さ
れ
た
文
書
に
「
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三

一
一
年
ラ
ジ
ャ
ブ
月
（
一
八
九
四
年
一
月
八
日
〜
二
月
六
日
）
に

設
立
さ
れ
た
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
設
立
の
時
期
は
一
八
九

四
年
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
会
社
の
主
た
る
設
立

者
に
つ
い
て
、
岡
崎
は
イ
ギ
リ
ス
の
外
務
省
文
書
に
も
と
づ
い
て

ウ
ラ
マ
ー
の
ア
ー
ガ
ー
・
ナ
ジ
ャ
フ
ィ
ー
兄
弟
お
よ
び
友
人
の
ハ

ー
ジ
ー
・
モ
ッ
ラ
ー
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝

の
外
交
文
書
に
拠
る
か
ぎ
り
、
中
心
に
な
っ
た
の
は
イ
ス
フ
ァ
ハ

ー
ン
の
商
人
た
ち
で
、
ア
ー
ガ
ー
・
ナ
ジ
ャ
フ
ィ
ー
等
は
あ
く
ま

で
も
出
資
者
の
一
人
だ
っ
た
と
考
え
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
１２１
）

G
A

SIO
,

Shom
āre-ye

Sanad
:

490,
M

ouzu’
:

H
am

l-e

・

T
anbākū-ye

E
sfahān

,
T

ārı̄kh
:

1311
R

ajab
,

K
ārton

:
23,

Parāvandeh
:13/F,p.365.

（
１２２
）
岡
崎
正
孝
、
前
掲
論
文
、
二
〇
四
頁
。
こ
の
論
文
に
はFO

248

�616,N
o.5,15

M
arch

1895

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
農
民
が

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
州
知
事
、
市
長
に
提
出
し
た
誓
約
書
が
翻
訳
さ

れ
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。

（
１２３
）

G
A

SIO
,

Shom
āre-ye

Sanad
:495,

M
ouzu’:K

hesārat-e
vārede

beh
Sherkat-e

E
nhesār-e

T
anbākū

,
T

ārı̄kh
:1894

Septem
ber

（1312
R

abi’olavval
3

）,K
ārton

:
24,

Parāvan-
deh

:13/F,p.377.

（
１２４
）

G
A

SIO
,

Shom
āre-ye

Sanad
:

497,
M

ouzu’
:

Ā
zādı̄-ye

H
am

al-e
Jens

barāyeh
K

om
panı̄,

T
ārı̄kh

:1312
R

abi’olthāni,
K

ārton
:24,Parāvandeh

:13/F,p.382.

（
１２５
）
ト
ン
ベ
キ
の
買
い
付
け
、
輸
出
を
独
占
的
に
行
う
会
社
を
共
同

で
立
ち
上
げ
た
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
商
人
た
ち
が
自
ら
の
行
為
を

「
政
府
の
介
入
も
、
梃
子
入
れ
も
な
い
専
売
で
あ
り
、
国
が
口
を
出

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。」
と
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

G
A

SIO
,

Shom
āre-ye

Sanad
:

494,
M

ouzu’
:

T
anbākū-ye

・

K
hāridārı̄

shodeh
az

E
sfahān

va
K

āshān
tavassot-e

T
ojjār,

T
ārı̄kh

:nadārad

（1312?

）,K
ārton

:23,
Parāvandeh

:13/F
,

p.375

に
記
述
が
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
イ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン

帝
国
向
け
に
輸
出
さ
れ
る
ト
ン
ベ
キ
の
搬
出
を
妨
害
さ
れ
て
オ
ス

マ
ン
帝
国
の
ト
ン
ベ
キ
輸
入
専
売
会
社
が
行
っ
た
抗
議
に
対
し
て
、

駐
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
イ
ラ
ン
大
使
の
ナ
ー
ゼ
ム
・
オ
ッ
ド
ウ
レ
が

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
の
、
お
そ
ら
く
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
イ
ラ

ン
商
人
に
問
い
質
し
た
も
の
で
、
形
と
し
て
は
駐
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
・
イ
ラ
ン
大
使
か
ら
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
ナ
ー
セ
ル
オ
ッ
デ
ィ

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

八
八
（
四
四
二
）



ー
ン
・
シ
ャ
ー
宛
の
報
告
と
な
っ
て
い
る
。

（
１２６
）

G
A

SIO
,

Shom
āre-ye

Sanad
:492,

M
ouzu’:K

om
panı̄-ye

・

T
ojjār-e

E
sfahān

,
T

ārı̄kh
:nadārad

（1311?

）,K
ārton

:23,
Parāvandeh

:13/F,p.370.

（
１２７
）
九
条
か
ら
な
る
新
協
定
の
全
文
は
、G

A
SIO

,Shom
āre-ye

Sanad
:498,

M
ouzu’:Q

arārdād
beyn-e

Īrān
va

A
njom

an-e
T

anbākū-ye
Islām

būl,
T

ārı̄kh
:

1895
A

pril,
K

ārton
:

24,
Parāvandeh

:13/F,p.386

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
も

っ
と
も
重
要
な
代
理
人
の
規
定
は
第
一
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
１２８
）
岡
崎
正
孝
、
前
掲
論
文
、
二
〇
五
、
二
一
一
頁
。

（
１２９
）
岡
崎
正
孝
、
前
掲
論
文
、
二
〇
六
―
〇
七
頁
。

（
１３０
）
オ
ス
マ
ン
帝
国
タ
バ
コ
専
売
会
社
の
利
権
問
題
に
つ
い
て
研
究

し
た
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
コ
経
済
史
家
ド
ナ
ル
ド
・
カ
ー
タ
ル
ト
が

い
み
じ
く
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
密
輸
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
代

わ
る
新
し
い
抵
抗
の
形
態
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
註（
８１
）で
も
触
れ
た
が
、D

onald
Q

uataert,Social
dis-

integration
and

populor
resistence

in
the

O
ttom

an
E

m
pire,

1882

�1908
,

N
ew

Y
ork,

1983,
pp.

19

�30,
38

�39
を
参
照
の

こ
と
。イ

ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
下
）

八
九
（
四
四
三
）


